
 

 

 

 

（案の２） 
 

新旧対照表 



   

工種名

法面工（仮
設用モルタ
ル吹付工）

土木工事標準歩掛の改定
法面工（仮設用モルタル吹付工）

現　　行 改　　定 適　用

⑯法面工（仮設用モルタル吹付工） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，もたれ式擁壁等の掘削部の施工で危険防止のために，仮設用モルタルを吹付ける場合に適用する。 

なお，吹付厚は３㎝を標準とする。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

３． 機 種 の 選 定 

使用する機械の機種・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 台数 摘 要 

モルタルコンクリート吹付機 湿式 モータ駆動 0.8～1.2 ㎥／ｈ 1  

空 気 圧 縮 機 

可搬式 スクリューエンジン掛（超低騒音型） 

排出ガス対策型（第 2次基準値）10.5～11.0 ㎥

／min  

1  

発 動 発 電 機 
ディーゼルエンジン駆動（超低騒音型）排出ガ

ス対策型（第 3次基準値）45kVA 
1 

モルタルコンクリート吹付

機，ベルトコンベヤ，計量器

等の動力源 

ホ イ ー ル ロ ー ダ 
普通・排出ガス対策型（第 2次基準値） 

山積 0.34m3 
1 骨材投入用 

計 量 器 骨材累加算・機械式 300kg×１槽・２桿 1  

ベ ル ト コ ン ベ ヤ 

（ ポ ー タ ブ ル ） 

モータ駆動 

機長７ｍ  ベルト幅 350mm 
2 材料の投入用 

小 型 渦 巻 ポ ン プ 
呼水・片吸込・モータ駆動型 

口径 50 ㎜ 全揚程 10m 
1 

揚水用 

必要に応じて計上 

(注) 空気圧縮機，発動発電機及びホイールローダは賃料とする。 
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工種名

法面工（仮
設用モルタ
ル吹付工）

法面工（仮設用モルタル吹付工）

現　　行 改　　定 適　用

土木工事標準歩掛の改定

４． 施 工 歩 掛 

４－１ 仮設用モルタル吹付工 

仮設用モルタル吹付工歩掛は次表を標準とする。 

 

表４．１ 仮設用モルタル吹付工歩掛 （100 ㎡当り） 

名 称 単位 
数 量 

吹付厚３㎝ 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.50 

法 面 工 〃 2.0 

特 殊 作 業 員 〃 0.80 

普 通 作 業 員 〃 1.3 

モルタルコンクリート吹付機運転 ｈ 4.4 

空 気 圧 縮 機 運 転 日 0.69 

発 動 発 電 機 運 転 〃 0.69 

ホ イ ー ル ロ ー ダ 運 転 〃 0.37 

計 量 器 損 料 〃 0.69 

ベルトコンベヤ（ポータブル）損料 〃 1.4 

小 型 渦 巻 ポ ン プ 損 料 〃 0.69 

諸 雑 費 率 ％ 4 

(注)１．上表は仮設ロープにより施工する場合の歩掛である。 

２．本歩掛にはモルタルコンクリート吹付機，空気圧縮機，ベルトコンベヤ（ポータブル）等の

据付撤去及び吹付材料の現場内小運搬を含む。 

３．目地，水抜きパイプ設置の有無にかかわらず本歩掛を適用出来る。なお，目地，水抜きパイ

プを設置する際は，材料を別途計上する。 

４．諸雑費は，送水ポンプ損料，水槽損料，骨材ホッパ損料，吹付機のホース，ノズル及び仮設

ロープ，ライフライン（仮設ロープの予備），仮設ロープ・ライフライン固定用の単管，ク

ランプ等の費用として労務費，機械運転経費，機械損料の合計額に上表の率を乗じた金額を

上限として計上する。 

 

 

４－２ ラス張工 

ラス張が必要な場合は，法面清掃の有無にかかわらず市場単価により別途計上する。 

 

 

５． 材料の使用数量 

吹付材料の使用数量は，次式による。 

使用数量（㎥）＝設計数量×（１＋Ｋ） ……式５．１ 

Ｋ：ロス率 

 

表５．１ ロス率（Ｋ） 

名 称 ロス率 摘 要 

吹付材料 ＋0.27 はね返り損失及び混合の損失を含む 

 

 

吹付材料の単価は，次式による。 

吹付材料単価（㎥）＝0.42t×普通ポルトランドセメント単価＋1.24m3×砂単価  ……式５．２ 
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工種名

法面工（仮
設用モルタ
ル吹付工）

土木工事標準歩掛の改定
法面工（仮設用モルタル吹付工）

現　　行 改　　定 適　用
６． 単 価 表 

(１) 仮設用モルタル吹付工 100 ㎡当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.50 表 4.1 

法 面 工  〃 2.0  〃 

特 殊 作 業 員  〃 0.80  〃 

普 通 作 業 員  〃 1.3  〃 

吹 付 材 料  ㎥  表 5.1，式 5.1，5.2 

目 地 材  ㎡  必要に応じて計上する 

水 抜 き パ イ プ  ｍ   〃 

モルタルコンクリート吹付機運転 
湿式 モータ駆動 

0.8～1.2 ㎥／ｈ 
ｈ 4.4 表 4.1，機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 

可搬式 スクリューエンジン掛（超低

騒音型）排出ガス対策型（第 2 次基準

値）10.5～11.0 ㎥／min 

日 0.69 表 4.1，機械賃料 

発 動 発 電 機 運 転 

ディーゼルエンジン駆動（超低騒音

型）排出ガス対策型（第 3次基準値）

45kVA 

〃 0.69 〃 

ホ イ ー ル ロ ー ダ 運 転 
普通・排出ガス対策型（第 2 次基準

値）山積 0.34m3 
〃 0.37  〃 

計 量 器 
骨材累加算・機械式 

300kg×１槽・２桿 
〃 0.69 表 4.1，機械損料 

ベ ル ト コ ン ベ ヤ 

（ ポ ー タ ブ ル ） 

モータ駆動 

機長７ｍ  ベルト幅 350mm 
〃 1.4  〃 

小 型 渦 巻 ポ ン プ 
呼水・片吸込・モータ駆動型 

口径 50 ㎜ 全揚程 10m 
〃 0.69 

表 4.1，機械損料 

揚水用 必要に応じて計上する 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

モルタルコンクリート吹付機 
湿式 モータ駆動 

0.8～1.2 ㎥／ｈ 
機－15 

 

空 気 圧 縮 機 

可搬式 スクリューエンジン掛（超低

騒音型）排出ガス対策型（第 2 次基準

値）10.5～11.0 ㎥／min 

機－16 

燃料消費量 →81 

機械賃料数量→1.71 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジン駆動（超低騒音

型）排出ガス対策型（第 3次基準値）

45kVA 

機－16 

燃料消費量 →36 

機械賃料数量→1.71 

ホ イ ー ル ロ ー ダ 

普通・排出ガス対策型（第 2 次基準

値）山積 0.34m3 機－29 

運転労務数量→0.80 

燃料消費量 →15 

機械賃料数量→1.58 
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構造物補
修工

土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

⑮ 橋梁補修工 
 

 
⑮－４  ひび割れ補修工 
 

 

１． 充 て ん 工 法 

１－１ 適用範囲 

本資料は，橋梁のひび割れ補修における１橋当りの充てん作業（ひび割れ延長 300ｍ以下）に適用する。 

 

１－２ 施工概要 

施工フロ－は，下記を標準とする。 

 

１－３ 編成人員 

ひび割れ補修工（充てん工法）の編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 編成人員     （人／橋） 

土木一般世話役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

1 2 1 

 

１－２ 施工概要 

施工フロ－は，下記を標準とする。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロ－ 

１－２ 施工概要 

施工フロ－は，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

２. 仕上げには養生を含む。 

ただし,現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

図２－１ 施工フロ－ 

⑪ 構造物補修工 
 

 
⑪－１  ひび割れ補修工 
 
 

１． 充 て ん 工 法 

１－１ 適用範囲 

本資料は，コンクリート構造物のひび割れ補修における１構造物当りの充てん作業に適用する。 

なお,以下の条件は適用範囲外とする。 

・水中部 

・道路トンネル（覆道等含む） 

 

（注）１構造物とは,１橋梁や１樋門等の全体を指し,構造物の規模や橋梁の上部・下部の区分，樋門等の連数

による区分は設けない。 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

２．仕上げには養生を含む。 

ただし，現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

 

図２－１ 施工フロ－ 
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土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

　

１－４－２ 諸雑費 

諸雑費は，各作業に必要な器具（サンダー等），替え刃，プライマー材料費及び電力に関する費用等であ

り，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
 

  表４．１ 諸雑費率   （％） 

諸 雑 費 率  25 

 

１－４ 施工歩掛 

１－４－１ １橋当り施工日数［ひび割れ補修工（充てん工法）］ 

ひび割れ補修工（充てん工法）の１橋当り施工日数Ｄは，次式による。 

     Ｄ＝0.035×Ｌ＋0.63 ……式４．１ 

      Ｄ：１橋当り施工日数（日／橋） 

      Ｌ：１橋当りの延べ施工量（ｍ／橋） 

      

（注）１．施工日数Ｄは小数第３位を四捨五入し，第２位とする。 
２．歩掛は，全ての施工方向に適用出来る。 
３．現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 
４．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は，別途計上する。 
５．足場等については，現場条件を考慮の上，別途計上する。 

１－３－３ 材料使用数量 

    充てん材の材料使用数量は,次式による。 

      使用数量（kg）＝設計数量（kg）×（1＋Ｋ）・・・・・・・・・・・・・（式 3.1） 

             Ｋ：ロス率 

 

表３．４ ロス率（Ｋ） 

ロス率 +0.20 

 

１－３ 施工歩掛 

１－３－１ ひび割れ補修工（充てん工法） 

ひび割れ補修工（充てん工法）の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ ひび割れ補修工（充てん工法）歩掛 

[１構造物当り補修延べ延長 20ｍ未満の場合] 

名 称 単位 
数量 

（1構造物当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.85 

特 殊 作 業 員 〃 1.3 

普 通 作 業 員 〃 1.1 

 

表３．２ ひび割れ補修工（充てん工法）歩掛 

[１構造物当り補修延べ延長 20ｍ以上の場合] 

名 称 単位 
数量 

（10ｍ当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.43 

特 殊 作 業 員 〃 0.65 

普 通 作 業 員 〃 0.57 

（注）１．歩掛は，全ての施工方向に適用出来る。 
２．現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 
３．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は，別途計上する。 
４．仮締切・排水・足場等については，現場条件を考慮の上，別途 
計上する。 

 

１－３－２ 諸雑費 

諸雑費は，各作業に必要な器具（ディスクサンダー等）の費用，ディスクサンダーの替え刃の費用，プラ

イマー材料費，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計

上する。 
 

表３．３ 諸雑費率            （％） 

1 構造物当り補修延べ延長 諸雑費率 

20ｍ未満の場合 
17 

20ｍ以上の場合 
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土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

　 １－５ 単価表 

（１）ひび割れ補修工（充てん工法）１橋当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×D 表3.1 式4.1 

特 殊 作 業 員  〃 2×D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×D   〃 

充 て ん 材 材 料 費  kg  必要量計上（注)2 

諸 雑 費  式 1 表4.1 

計     

（注）１．Ｄ：１橋当り施工日数（日／橋） 

２．必要量とは，材料ロス分を含む。 

 

１－４ 単価表 

（１）ひび割れ補修工（充てん工法）１構造物当り単価表 

１構造物当り補修延べ延長 20ｍ未満の場合 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

充 て ん 材 材 料 費  kg  式3.1 

諸 雑 費  式 1 表3.3 

計     

 

（２）ひび割れ補修工（充てん工法）10ｍ当り単価表 

１構造物当り補修延べ延長 20ｍ以上の場合 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

充 て ん 材 材 料 費  kg  式3.1 

諸 雑 費  式 1 表3.3 

計     
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土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

　 ２． 低 圧 注 入 工 法 

２－１ 適用範囲 

本資料は，橋梁のひび割れ補修における１橋当りの低圧注入作業（ひび割れ延長 300ｍ以下，注入圧力 0.4Ｍ

Pa 以下）を行う場合に適用する。 

２－２ 施工概要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) １．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

          ２．注入器具の種類によって作業の順序が前後しても適用することが出来る。 

図２－１ 施工フロ－ 

２－２ 施工概要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） １．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

         ２．注入器具の種類によって作業の順序が前後してする場合も適用することが出来る。 

図２－１ 施工フロ－ 

締 切 排 水 （ 設 置 ） 

締 切 排 水 （ 撤 去 ） 

２． 低 圧 注 入 工 法 

２－１ 適用範囲 

本資料は，コンクリート構造物のひび割れ補修における１構造物当りの低圧注入作業（圧縮空気，ゴムやバ

ネの復元力などを利用して加圧できる専用器具を用いて注入を行うもの）に適用する。 

なお，以下の条件は適用範囲外とする。 

・グリースポンプ等の手動ポンプを用いて手動で注入を行う場合 

・足踏みポンプや電動ポンプ等の機械を用いて注入を行う場合 

・水中部 

・道路トンネル（覆道等含む） 

 

（注）１構造物とは，１橋梁や１樋門等の全体を指し，構造物の規模や橋梁の上部・下部の区分，樋門等の連

数による区分は設けない。 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

        ２．注入器具の種類によって作業の順序が前後する場合も適用することが出来る。 

 

図２－１ 施工フロ－ 
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土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

　

　

２－３ 編成人員 

ひび割れ補修工（低圧注入工法）の編成人員は，次表を標準とする。 
 

表３．１ 編成人員     （人／橋） 

土木一般世話役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

1 2 1 

 

２－４ 施工歩掛 

２－４－１ １橋当り施工日数［ひび割れ補修工（低圧注入工法）］ 

ひび割れ補修工（低圧注入工法）の１橋当り施工日数Ｄは，次式による。 

Ｄ＝0.060×Ｌ＋0.71 ……式４．１ 

      Ｄ：１橋当り施工日数（日／橋） 

      Ｌ：１橋当りの延べ施工量（ｍ／橋） 

 

（注）１．施工日数Ｄは小数第３位を四捨五入し，第２位とする。 

２．歩掛は，全ての施工方向に適用出来る。 

３．現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

４．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は，別途計上する。 

５．足場等については，現場条件を考慮の上，別途計上する。 

２－３ 施工歩掛 

２－３－１ ひび割れ補修工（低圧注入工法） 

ひび割れ補修工（低圧注入工法）の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ ひび割れ補修工（低圧注入工法）歩掛 

[１構造物当り補修延べ延長 25ｍ未満の場合] 

名 称 単位 
数量 

（1構造物当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.5 

特 殊 作 業 員 〃 2.4 

普 通 作 業 員 〃 1.8 

 

表３．２ ひび割れ補修工（低圧注入工法）歩掛 

[１構造物当り補修延べ延長 25ｍ以上の場合] 

名 称 単位 
数量 

（10ｍ当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.58 

特 殊 作 業 員 〃 0.96 

普 通 作 業 員 〃 0.71 

（注）１．歩掛は，全ての施工方向に適用出来る。 

２．現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

３．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は，別途計上する。 

４．仮締切・排水・足場等については，現場条件を考慮の上，別途 

計上する。 

 

２－３－２ 諸雑費 

諸雑費は，各作業に必要な器具（ディスクサンダー等）の費用，ディスクサンダーの替え刃の費用，電力

に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表３．３ 諸雑費率            （％） 

1 構造物当り補修延べ延長 諸雑費率 

25ｍ未満の場合 
6 

25ｍ以上の場合 

 

5 / 12 ページ



　

　 　

土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

　 ２－４－２ 諸雑費 

諸雑費は，清掃，注入器具設置・撤去，シール材塗布及び撤去，注入材の注入及び仕上げに必要な器具等

及び電力に関する費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表４．１ 諸雑費率    （％） 

諸 雑 費 率  11 

 

２－３－３ 材料使用数量 

    シール材の材料使用数量は，次式による。 

      使用数量（kg）＝設計数量（kg）×（１＋Ｋ）・・・・・・・・・・・・・・（式 3.1） 

             Ｋ：ロス率 

 

表３．４ ロス率（Ｋ） 

ロス率 +0.37 

 

２－３ 施工歩掛 

２－３－１ ひび割れ補修工（低圧注入工法） 

ひび割れ補修工（低圧注入工法）の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ ひび割れ補修工（低圧注入工法）歩掛 

[１構造物当り補修延べ延長 25ｍ未満の場合] 

名 称 単位 
数量 

（1構造物当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.5 

特 殊 作 業 員 〃 2.4 

普 通 作 業 員 〃 1.8 

 

表３．２ ひび割れ補修工（低圧注入工法）歩掛 

[１構造物当り補修延べ延長 25ｍ以上の場合] 

名 称 単位 
数量 

（10ｍ当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.58 

特 殊 作 業 員 〃 0.96 

普 通 作 業 員 〃 0.71 

（注）１．歩掛は，全ての施工方向に適用出来る。 

２．現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

３．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は，別途計上する。 

４．仮締切・排水・足場等については，現場条件を考慮の上，別途 

計上する。 

 

２－３－２ 諸雑費 

諸雑費は，各作業に必要な器具（ディスクサンダー等）の費用，ディスクサンダーの替え刃の費用，電力

に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表３．３ 諸雑費率            （％） 

1 構造物当り補修延べ延長 諸雑費率 

25ｍ未満の場合 
6 

25ｍ以上の場合 
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土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

　 ２－５ 単価表 

（１）ひび割れ補修工（低圧注入工法）１橋当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×D 表3.1 式4.1 

特 殊 作 業 員  〃 2×D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×D   〃 

注 入 材  kg  必要量計上（注)2 

シ ー ル 材  〃     〃 

低 圧 注 入 器 具  個     〃 

諸 雑 費  式 1 表4.1 

計     

（注）１．Ｄ：１橋当り施工日数（日／橋） 

２．必要量とは，材料ロス分を含む。 

 

２－４ 単価表 

（１）ひび割れ補修工（低圧注入工法）１構造物当り単価表 

１構造物当り補修延べ延長 25ｍ未満の場合 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

注 入 材  kg  必要数量計上(注)1 

シ ー ル 材  〃  式3.1 

低 圧 注 入 器 具  個  必要数量計上(注)1 

諸 雑 費  式 1 表3.3 

計     

（注）１．必要数量とは，材料ロス分を含む。 

 

（２）ひび割れ補修工（低圧注入工法）10ｍ当り単価表 

１構造物当り補修延べ延長 25ｍ以上の場合 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

注 入 材  kg  必要数量計上(注)1 

シ ー ル 材  〃  式3.1 

低 圧 注 入 器 具  個  必要数量計上(注)1 

諸 雑 費  式 1 表3.3 

計     

（注）１．必要数量とは，材料ロス分を含む。 
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土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

　
⑮－５ 断面修復工 
 

 

１． 左 官 工 法 

１－１ 適用範囲 

本資料は，橋梁の断面修復における１橋当りの左官作業（体積 1.5m3以下）に適用する。 

１－２ 施工概要 

施工フローは，下記を標準とする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)  本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロ－ 

足  場  設  置 

コ ン ク リ ー ト は つ り 

（ カ ッ タ ー 工 含 む ） 

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理 

（ 必 要 に 応 じ 計 上 ） 

コ ン ク リ ー ト 殻 

積 込 ・ 運 搬 ・ 処 分 

断 面 修 復 （ 左 官 ） 

（ プ ラ イ マ ー 含 む ） 

足  場  撤  去 

１－３ 編成人員 

断面修復工（左官工法）の編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 編成人員      （人／橋） 

土木一般世話役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

1 2 1 

 

○－２ 断面修復工 
 

 

１． 左 官 工 法 

１－１ 適用範囲 

本資料は，橋梁コンクリート構造物の断面修復における１橋当りの１構造物当りの左官作業（体積 1.5m3 以

下）に適用する。 

なお，以下の条件は適用範囲外とする。 

・水中部の修復 

・道路トンネル（覆道等含む）の断面修復 

 

(注) １構造物とは，１橋梁や１樋門等の全体を指し,構造物の規模や橋梁の上部・下部の区分,樋門等の連数に

よる区分は設けない。 

 

１－２ 施工概要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

２．仕上げには養生を含む。 

       ただし, 現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

図２－１ 施工フロ－ 

 

１－３ 編成人員 

断面修復工（左官工法）の編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 編成人員      （人／橋） 

土木一般世話役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

1 2 1 

 

（3･○･○） 

コ ン ク リ ー ト は つ り 

（ カ ッ タ ー 工 含 む ） 

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理 

（ 必 要 に 応 じ 計 上 ） 

コ ン ク リ ー ト 殻 

積 込 ・ 運 搬 ・ 処 分 

断 面 修 復 （ 左 官 ） 

（ プ ラ イ マ ー 含 む ） 

仕 上 げ 

足  場  撤  去 

足  場  設  置 締 切 排 水 （ 設 置 ） 

配 筋 状 況 確 認 

（ 鉄 筋 探 査 等 ） 

締 切 排 水 （ 撤 去 ） 

⑪－２ 断面修復工 
 

 

１． 左 官 工 法 

１－１ 適用範囲 

本資料は，コンクリート構造物の断面修復における１構造物当りの左官作業に適用する。 

なお，以下の条件は適用範囲外とする。 

・水中部 

・道路トンネル（覆道等含む） 

 

（注）１構造物とは，１橋梁や１樋門等の全体を指し，構造物の規模や橋梁の上部・下部の区分，樋門等の連

数による区分は設けない。 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

２．仕上げには養生を含む。 

       ただし, 現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

 

図２－１ 施工フロ－ 
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土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

　

　 (注）１．施工日数Ｄは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。 

２．歩掛は，全ての施工方向に適用出来る。 

３．現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

４．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は，別途計上する。 

５．足場等については，現場条件を考慮の上，別途計上する。 

１－４ 施工歩掛 

１－４－１ １橋当り施工日数（鉄筋ケレン・防錆処理を含む） 

コンクリートはつり（カッター工含む），左官（プライマー・仕上げ含む），鉄筋ケレン・防錆処理を含む

１橋当りの施工日数Ｄは次による。 

Ｄ＝18.92×Ｖ＋1.48 ……式４．１ 

   Ｄ：１橋当り施工日数（日／橋） 

  Ｖ：１橋当りの延べ施工量（ⅿ3／橋） 

１－４－２ １橋当り施工日数（鉄筋ケレン・防錆処理を含まない） 

鉄筋ケレン・防錆処理を含まない，コンクリートはつり（カッター工含む），左官（プライマー・仕上げ含

む）の１橋当りの施工日数Ｄは次による。 

Ｄ＝16.16×Ｖ＋1.28 ……式４．２ 

Ｄ：１橋当り施工日数（日／橋） 

Ｖ：１橋当りの延べ施工量（ⅿ3／橋） 

１－３ 施工歩掛 

１－３－１ 断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含む） 

コンクリートはつり（カッター工含む），鉄筋ケレン・防錆処理，左官（プライマー・仕上げ含む）の歩掛

は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含む） 

[１構造物当り修復延べ体積 0.1ⅿ3 未満]の場合 

名 称 単位 
数量 

（1構造物当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 2.3 

特 殊 作 業 員 〃 3.8 

普 通 作 業 員 〃 2.5 

 

表３．２ 断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含む） 

[１構造物当り修復延べ体積 0.1ⅿ3 以上]の場合 

名 称 単位 
数量 

（0.1ⅿ3当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 2.3 

特 殊 作 業 員 〃 3.8 

普 通 作 業 員 〃 2.5 

 

        （注）１．歩掛は，全ての施工方向に適用出来る。 

２．現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

３．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は，別途計上する。 

４．仮締切・排水・足場等については，現場条件を考慮の上，別途計上する。 

 

１－３－２ 断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含まない） 

コンクリートはつり（カッター工含む），左官（プライマー・仕上げ含む）の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．３ 断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含まない） 

[１構造物当り修復延べ体積 0.1ⅿ3 未満]の場合 

名 称 単位 
数量 

（1構造物当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.9 

特 殊 作 業 員 〃 3.2 

普 通 作 業 員 〃 2.1 

 

表３．４ 断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含まない） 

[１構造物当り修復延べ体積 0.1ⅿ3 以上]の場合 

名 称 単位 
数量 

（0.1ⅿ3当り） 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.9 

特 殊 作 業 員 〃 3.2 

普 通 作 業 員 〃 2.1 

        （注）１．歩掛は，全ての施工方向に適用出来る。 

２．現場条件により特殊な養生が必要な場合は，別途考慮する。 

３．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は，別途計上する。 

４．仮締切・排水・足場等については，現場条件を考慮の上，別途 

計上する。 
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土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

　 １－４－３ 材料の使用数量 

断面修復材の使用数量は，次式による。 

      使用数量（ⅿ3）＝設計数量（ⅿ3）×（１＋Ｋ）……式４．３ 

          Ｋ：ロス率 

 

表４．１ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.18 

 

１－４－４ 諸雑費 

諸雑費は，カッター，はつり及び鉄筋ケレン作業に必要な器具（電動ピック，サンダー），替え刃，防錆処

理・プライマー塗布作業に必要な器具・材料，左官作業に必要な器具，材料撹拌に関わる器具等及び電力に

関する費用等であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた額を上限として計上する。 

  

 表４．２ 諸雑費率       （％） 

鉄筋ケレン・防錆処理を含む 18 

鉄筋ケレン・防錆処理を含まない 15 

 

１－３－３ 材料の使用数量 

断面修復材の使用数量は，次式による。 

     使用数量（ⅿ3）＝設計数量（ⅿ3）×（１＋Ｋ）……式３．１ 

      Ｋ：ロス率 

 

表３．５ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.18 

 

１－３－４ 諸雑費 

諸雑費は，カッター，はつり及び鉄筋ケレン作業に必要な器具（電動ピック，ディスクサンダー，替え刃

等），防錆処理・プライマー塗布作業に必要な器具（ディスクサンダー等）及び材料，左官作業に必要な器具

（金コテ，ハンドミキサー等），電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた額を

上限として計上する。 

 

 表３．６ 諸雑費率             （％） 

条 件 1 構造物当り修復延べ体積 諸雑費率 

鉄筋ケレン・防錆処理を含む 
0.1ⅿ3未満の場合 11 

0.1ⅿ3以上の場合 11 

鉄筋ケレン・防錆処理を含まない 
0.1ⅿ3未満の場合 9 

0.1ⅿ3以上の場合 9 
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工種名 現行 改定 適　用

　 １－５ 単価表 

（１）断面修復工（左官工法）１橋当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×D 
表3.1 

式4.1又は式4.2 

特 殊 作 業 員  〃 2×D 
表3.1 

式4.1又は式4.2 

普 通 作 業 員  〃 1×D 
表3.1 

式4.1又は式4.2 

断 面 修 復 材  ⅿ3  式4.3 

諸 雑 費  式 1 表4.2 

計     

（注）Ｄ：１橋当り施工日数（日／橋） 

 

１－４ 単価表 

（１）断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含む）１構造物当り単価表 

   １構造物当り修復延べ体積 0.1ⅿ3未満の場合 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃  表3.1 

普 通 作 業 員  〃  表3.1 

断 面 修 復 材  ⅿ3  式3.1 

諸 雑 費  式 1 表3.6 

計     

 

（２）断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含む）0.1ⅿ3当り単価表 

   １構造物当り修復延べ体積 0.1ⅿ3以上の場合 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃  表3.2 

普 通 作 業 員  〃  表3.2 

断 面 修 復 材  ⅿ3  式3.1 

諸 雑 費  式 1 表3.6 

計     

 

（３）断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含まない）１構造物当り単価表 

   １構造物当り修復延べ体積 0.1ⅿ3未満の場合 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.3 

特 殊 作 業 員  〃  表3.3 

普 通 作 業 員  〃  表3.3 

断 面 修 復 材  ⅿ3  式3.1 

諸 雑 費  式 1 表3.6 

計     

 

（４）断面修復工（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含まない）0.1ⅿ3当り単価表 

   １構造物当り修復延べ体積 0.1ⅿ3以上の場合 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.4 

特 殊 作 業 員  〃  表3.4 

普 通 作 業 員  〃  表3.4 

断 面 修 復 材  ⅿ3  式3.1 

諸 雑 費  式 1 表3.6 

計     
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土木工事標準歩掛の改定
構造物補修工　

工種名 現行 改定 適　用

【参考】１構造物について（橋梁） 

 

 

12 / 12 ページ



  

　 　

適　用改　　定現　　行

土木工事標準歩掛の改定
軟弱地盤処理工（スラリー撹拌工）

工種名

軟弱地盤
処理工（ス
ラリー撹拌

工）

⑮ 軟弱地盤処理工 
 

 

⑮－３ スラリー撹拌工 
 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，粘性土，砂質土，シルト及び有機質土等の軟弱地盤を対象として行うセメント及び石灰によるスラリ

ー撹拌工の陸上施工に適用する。 

   ただし，変位低減型（排土式）のうち，複合噴射撹拌式は除くものとする。 

  なお，杭径及び打設長は以下のとおりとする。 

（１）単軸施工：打設長３ｍを超え10ｍ以下 杭径 800㎜～1,200㎜，2,000㎜ 

（２）単軸施工：打設長10ｍを超え30ｍ以下 杭径1,000㎜～1,600㎜ 

（３）二軸施工：打設長３ｍを超え40ｍ以下 杭径1,000㎜ 

（４）二軸施工（変位低減型）：打設長３ｍを超え40ｍ以下 杭径1,000㎜ 

（５）二軸施工（変位低減型）：打設長３ｍを超え36ｍ以下 杭径1,600㎜ 

また，単軸施工，二軸施工の選定にあたっては，下記条件等を考慮する。 

（１）杭の配列 

（２）作業面積及び施工箇所のトラフィカビリティ 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工内容 

スラリー撹拌工は，地盤中にセメント及び石灰系固化材をスラリー状（セメントミルク又はモルタル）で圧

送・注入し，撹拌翼で原地盤と撹拌・混合することにより均一な混合処理改良体（コラム）を造成する工法で

ある。 

変位低減型（排土式）は，周辺地盤や近接構造物に影響を与える恐れがある場合に適用する。 

 

２－２ 施工フロー 

   施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

２．スラリプラントの現場内移設は必要に応じて計上する。 

３．スラリー吐出は，工法及び施工管理方法により，貫入撹拌時又は引抜撹拌時に行う。 

４．変位低減型の場合に，排出土処理作業を計上する。 

図２－１ 施工フロー 
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(注)3 (注)3 

⑮ 軟弱地盤処理工 
 

 

⑮－３ スラリー撹拌工 
 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，粘性土，砂質土，シルト及び有機質土等の軟弱地盤を対象として行うセメント及び石灰によるスラリ

ー撹拌工の陸上施工に適用する。 

   杭径及び打設長は以下のとおりとする。 

（１）単軸施工：打設長３ｍを超え10ｍ以下 杭径 800㎜～1,200㎜，2,000㎜ 

（２）単軸施工：打設長10ｍを超え30ｍ以下 杭径1,000㎜～1,600㎜ 

（３）単軸施工：打設長３ｍを超え27ｍ以下 杭径1,800㎜, 2,000㎜ 

（４）二軸施工：打設長３ｍを超え40ｍ以下 杭径1,000㎜ 

（５）二軸施工（変位低減型）：打設長３ｍを超え40ｍ以下 杭径1,000㎜ 

（６）二軸施工（変位低減型）：打設長３ｍを超え36ｍ以下 杭径1,600㎜ 

ただし，変位低減型（排土式）のうち，複合噴射撹拌式は除くものとする。 

なお，軸の継足しがある場合は，適用外とする。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工内容 

スラリー撹拌工は，地盤中にセメント及び石灰系固化材をスラリー状（セメントミルク又はモルタル）で圧

送・注入し，撹拌翼で原地盤と撹拌・混合することにより均一な混合処理改良体（コラム）を造成する工法で

ある。 

変位低減型（排土式）は，周辺地盤や近接構造物に影響を与える恐れがある場合に適用する。 

 

２－２ 施工フロー 

   施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

２．スラリプラントの現場内移設は必要に応じて計上する。 

３．スラリー吐出は，工法及び施工管理方法により，貫入撹拌時又は引抜撹拌時に行う。 

４．変位低減型の場合に，排出土処理作業を計上する。 

図２－１ 施工フロー 
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改　　定

土木工事標準歩掛の改定
軟弱地盤処理工（スラリー撹拌工）

工種名

軟弱地盤
処理工（ス
ラリー撹拌

工）

現　　行 適　用

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 
単
位 

単 軸 施 工 二 軸 施 工 

摘要 
φ800㎜～ 
φ1,200㎜ 

φ1,000㎜～  
φ1,600㎜ 

φ2,000㎜ φ1,000㎜ 

打設長(L) 
3mを超え 
10m以下 

打設長(L) 
10mを超え 
30m以下 

打設長(L) 
3mを超え 
10m以下 

打設長(L) 
3mを超え 
10m以下 

打設長(L) 
10mを超え 
20m以下 

打設長(L) 
20mを超え 
40m以下 

深 層 混 合 
処 理 機 
(スラリー式)  

単軸式・小型地盤改良機 
27.4kN･m 台 1 － － － － －  

単軸式 
90～110kW×1 

〃 － 1※1 － － － －  

単軸式 
90kW×2 

〃 － － 1 － － －  

二軸式 
45kW×2 〃 － － － 1 － －  

二軸式 
55～60kW×2 

〃 － － － － 1 －  

二軸式 
90kW×2 

〃 － － － － － 1※2  

スラリプラント 
(全 自 動) 

能力10m3／h 基 1 － － － － －  

能力20m3／h 〃 － 1 1 1 1 1  

（注）１．深層混合処理機には，施工管理計，システム管理計を含む。 
２．スラリプラントには，スクリュコンベヤ，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グラウトポンプ及
びスラリプラント制御盤を含む。 

３．※の機種については，リーダー長は以下のとおりとする。 
※１ 打設長が10ｍを超え20ｍ以下の場合24ｍ，打設長が20ｍを超え30ｍ以下の場合33ｍとなる。 
※２ 打設長が20ｍを超え30ｍ以下の場合40ｍ，打設長が30ｍを超え40ｍ以下の場合50ｍとなる。 

 

表３．２ 機種の選定 

機 械 名 規 格 
単
位 

二軸施工（変位低減型） 

摘要 
φ1,000㎜ 

打設長(L) 
3mを超え 
10m以下 

打設長(L) 
10mを超え 
20m以下 

打設長(L) 
20mを超え 
30m以下 

打設長(L) 
30mを超え 
40m以下 

深 層 混 合 
処 理 機 
( ス ラ リ ー式 ) 

二軸式 45kW×2 台 1 － － －  

二軸式 55～60kW×2 〃 － 1 － －  

二軸式 75～90kW×2 〃 － － 1 －  

二軸式 90kW×2 〃 － － － 1  

ス ラ リ プ ラ ン ト 
( 全  自  動 ) 

能力20m3／h 基 1 1 1 1  

（注）１．深層混合処理機には，施工管理計，システム管理計を含む。 

２．スラリプラントには，スクリュコンベヤ，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グラウトポンプ及

びスラリプラント制御盤を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機械名 規   格 
単

位 

単 軸 施 工 二 軸 施 工 

摘要 
 φ800㎜～ 
φ1,200㎜ 

φ1,000㎜～ 
φ1,600㎜ 

φ1,800㎜ 
φ2,000㎜ φ1,000㎜ 

打設長(Ｌ) 
３ｍを超え 
10ｍ以下 

打設長(Ｌ) 
10ｍを超え 
30ｍ以下 

打設長(Ｌ) 
３ｍを超え 
27ｍ以下 

打設長(Ｌ) 
３ｍを超え 
10ｍ以下 

打設長(Ｌ) 
10ｍを超え 
20ｍ以下 

打設長(Ｌ) 
20ｍを超え 
40ｍ以下 

深 層 混 合 
処 理 機 

( ス ラ リ ー 式 ) 

単軸式 
小型地盤改良機 
27.4kN･m 

台 １ － － － － －  

単軸式 90～
110kW×1 

〃 － １※１ － － － －  

単軸式 90kW
×2 

〃 － － １ － － －  

二軸式 45kW
×2 〃 － － － １ － －  

二軸式 55～
60kW×2 〃 － － － － １ －  

二軸式 90kW
×2 〃 － － － － － １※２  

スラリプラント 
(全  自  動 ) 

能力10ｍ3／ｈ 基 １ － － － － －  

能力20ｍ3／ｈ 〃 － １ １ １ １ １  

(注) 1. 深層混合処理機には，施工管理計，システム管理計を含む。 

2. スラリプラントには，スクリューコンベア，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グラウトポンプ及びスラリプ

ラント制御盤を含む。 

3. ※の機種については，リーダー長は以下のとおりとする。 

   ※１ 打設長が10ｍを超え20ｍ以下の場合24ｍ，打設長が20ｍを超え30ｍ以下の場合33ｍとなる。 
   ※２ 打設長が20ｍを超え30ｍ以下の場合40ｍ，打設長が30ｍを超え40ｍ以下の場合50ｍとなる。 
4. 機種の選定は，土質条件，配合試験の結果等により上表によりがたい場合は，別途考慮する。 

 

 

表３．２ 機種の選定 

機 械 名 規 格 
単
位 

二軸施工（変位低減型） 

摘要 
φ1,000㎜ 

打設長(L) 
3mを超え 
10m以下 

打設長(L) 
10mを超え 
20m以下 

打設長(L) 
20mを超え 
30m以下 

打設長(L) 
30mを超え 
40m以下 

深 層 混 合 
処 理 機 
( ス ラ リ ー 式 ) 

二軸式 45kW×2 台 1 － － －  

二軸式 55～60kW×2 〃 － 1 － －  

二軸式 75～90kW×2 〃 － － 1 －  

二軸式 90kW×2 〃 － － － 1  

ス ラ リ プ ラ ン ト 
( 全  自  動 ) 

能力20m3／h 基 1 1 1 1  

（注）１．深層混合処理機には，施工管理計，システム管理計を含む。 

２．スラリプラントには，スクリュコンベヤ，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グラウトポンプ及

びスラリプラント制御盤を含む。 
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現　　行 適　用改　　定

軟弱地盤処理工（スラリー撹拌工）

工種名

軟弱地盤
処理工（ス
ラリー撹拌

工）

土木工事標準歩掛の改定

表３．３ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単
位 

二軸施工（変位低減型） 

摘要 
φ1,600㎜ 

打設長(L) 
3mを超え 
10m以下 

打設長(L) 
10mを超え 
20m以下 

打設長(L) 
20mを超え 
26m以下 

打設長(L) 
26mを超え 
36m以下 

深 層 混 合 
処 理 機 
( ス ラ リ ー 式 ) 

二軸式 90kW×2 
最大施工深度10ｍ 台 1 － － －  

二軸式 90kW×2 
最大施工深度20ｍ 

〃 － 1 － －  

二軸式 90kW×2 
最大施工深度26ｍ 〃 － － 1 －  

二軸式 90kW×2 
最大施工深度36ｍ 〃 － － － 1  

ス ラ リ プ ラ ン ト 
( 全  自  動 ) 能力40m3／h 基 1 1 1 1  

（注）１．深層混合処理機には，施工管理計，システム管理計を含む。 

２．スラリプラントには，スクリュコンベヤ，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グラウトポンプ及

びスラリプラント制御盤を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ 施工図 

 

４． 編 成 人 員 

スラリー撹拌工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

   表４．１ 日当り編成人員 （人／日） 

工 法 土木一般世話役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

単 軸 施 工 
二 軸 施 工 

1 2 1 

二 軸 施 工 
( 変 位 低 減 型 ) 1 3 1 

（注）１．編成人員には，スラリプラントの管理運転労務を含む。 

２．深層混合処理機の運転労務歩掛は，「第２編１章一般事項①建設機械

運転労務」による。 

（３･⑮･３） 

表３．３ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単
位 

二軸施工（変位低減型） 

摘要 
φ1,600㎜ 

打設長(L) 
3mを超え 
10m以下 

打設長(L) 
10mを超え 
20m以下 

打設長(L) 
20mを超え 
26m以下 

打設長(L) 
26mを超え 
36m以下 

深 層 混 合 
処 理 機 
( ス ラ リ ー 式 ) 

二軸式 90kW×2 
最大施工深度10ｍ 

台 1 － － －  

二軸式 90kW×2 
最大施工深度20ｍ 

〃 － 1 － －  

二軸式 90kW×2 
最大施工深度26ｍ 〃 － － 1 －  

二軸式 90kW×2 
最大施工深度36ｍ 

〃 － － － 1  

ス ラ リ プ ラ ン ト 
( 全  自  動 ) 

能力40m3／h 基 1 1 1 1  

（注）１．深層混合処理機には，施工管理計，システム管理計を含む。 

２．スラリプラントには，スクリュコンベヤ，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グラウトポンプ及

びスラリプラント制御盤を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ 施工図 

 

４． 編 成 人 員 

スラリー撹拌工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

   表４．１ 日当り編成人員 （人／日） 

工 法 土木一般世話役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

単 軸 施 工 
二 軸 施 工 

1 2 1 

二 軸 施 工 
( 変 位 低 減 型 ) 1 3 1 

（注）１．編成人員には，スラリプラントの管理運転労務を含む。 

２．深層混合処理機の運転労務歩掛は，「第２編１章一般事項①建設機械

運転労務」による。 

（３･⑮･３） 
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現　　行 適　用改　　定

土木工事標準歩掛の改定
軟弱地盤処理工（スラリー撹拌工）

工種名

軟弱地盤
処理工（ス
ラリー撹拌

工）

５． 施  工  歩  掛 

５－１ 杭施工本数 

１日当り杭施工本数は，次表を標準とする。 
 

表５．１ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
単 軸 施 工 

（杭径φ800㎜～φ1,200㎜） 

3mを超え 4m未満 21 

4m以上  5m未満 18 

5m以上  6m未満 15 

6m以上  7m未満 14 

7m以上  8m未満 12 

8m以上  9m未満 11 

9m以上  10m以下 10 

 

表５．２ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
単 軸 施 工 

（杭径φ1,000㎜～φ1,600㎜） 

10mを超え 12m未満 7 

12m以上  14m未満 6 

14m以上  19m未満 5 

19m以上  25m未満 4 

25m以上  30m以下 3 

 

表５．３ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
単 軸 施 工 

（杭径φ2,000㎜） 

3mを超え 4m未満 10 

4m以上  5m未満 9 

5m以上  6m未満 8 

6m以上  7m未満 7 

7m以上  9m未満 6 

9m以上  10m以下 5 

（注）１．施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む），位置決め，貫
入，撹拌，練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。 

２．現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合
は，分解・組立費を別途計上する。 

３．スラリプラントの現場内移設は，「５－４ スラリプラント現場内
移設歩掛」により別途計上する。 

４．撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，「５
－５ その他（１）」により別途計上する。 

５．軸の継足しがある場合は，別途計上する。 
６．安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 

 

５． 施  工  歩  掛 

５－１ 杭施工本数 

１日当り杭施工本数は，次表を標準とする。 
 

表５．１ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
単 軸 施 工 

（杭径φ800㎜～φ1,200㎜） 

3mを超え 4m未満 21 

4m以上  5m未満 18 

5m以上  6m未満 15 

6m以上  7m未満 14 

7m以上  8m未満 12 

8m以上  9m未満 11 

9m以上  10m以下 10 

 

表５．２ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
単 軸 施 工 

（杭径φ1,000㎜～φ1,600㎜） 

10mを超え 12m未満 7 

12m以上  14m未満 6 

14m以上  19m未満 5 

19m以上  25m未満 4 

25m以上  30m以下 3 

 

表５．３ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
単 軸 施 工 

（杭径φ1,800㎜） 

3mを超え 4m未満 11 

4m以上 5m未満 10 

5m以上 6m未満 9 

6m以上 7m未満 8 

7m以上 8m未満 7 

8m以上 12m未満 6 

12m以上  16m未満 5 

16m以上  21m未満 4 

21m以上  25m未満 3 

25m以上  27m以下 2 
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現　　行 適　用改　　定

軟弱地盤
処理工（ス
ラリー撹拌

工）

軟弱地盤処理工（スラリー撹拌工）
土木工事標準歩掛の改定

工種名

表５．４ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
二 軸 施 工 

（杭径φ1,000㎜） 

3mを超え 4m未満 14 

4m以上  5m未満 13 

5m以上  6m未満 12 

6m以上  7m未満 11 

7m以上  9m未満 10 

9m以上  10m未満 9 

10m以上  12m未満 8 

12m以上  15m未満 7 

15m以上  18m未満 6 

18m以上  22m未満 5 

22m以上  30m未満 4 

30m以上  40m以下 3 

（注）１．施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む），位置決め，貫入，
撹拌，練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。 

２．現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合は，
分解・組立費を別途計上する。 

３．スラリプラントの現場内移設は，「５－４ スラリプラント現場内
移設歩掛」により別途計上する。 

４．撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，「５
－５ その他（１）」により別途計上する。 

５．軸の継足しがある場合は，別途計上する。 
６．安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 
７．二軸施工の改良断面図は，下図を標準とする。 

 

 

 

 

 

図５－１ 改良断面図 

 

 

 

表５．４ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
単 軸 施 工 

（杭径φ2,000㎜） 

3mを超え 4m未満 10 

4m以上  5m未満 9 

5m以上  6m未満 8 

6m以上  7m未満 7 

7m以上  9m未満 6 

9m以上  13m未満 5 

13m以上  17m未満 4 

17m以上  22m未満 3 

22m以上  27m以下 2 

（注）１．施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む），位置決め，貫
入，撹拌，練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。 

２．現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合
は，分解・組立費を別途計上する。 

３．スラリプラントの現場内移設は，「５－４ スラリプラント現場内
移設歩掛」により別途計上する。 

４．撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，「５
－５ その他（１）」により別途計上する。 

５．軸の継足しがある場合は，別途計上する。 
５．安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 

 
 
 

表５．５ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
二 軸 施 工 

（杭径φ1,000㎜） 

3mを超え 4m未満 14 

4m以上  5m未満 13 

5m以上  6m未満 12 

6m以上  7m未満 11 

7m以上  9m未満 10 

9m以上  10m未満 9 

10m以上  12m未満 8 

12m以上  15m未満 7 

15m以上  18m未満 6 

18m以上  22m未満 5 

22m以上  30m未満 4 

30m以上  40m以下 3 

（注）１．施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む），位置決め，貫入，
撹拌，練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。 

２．現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合は，
分解・組立費を別途計上する。 

３．スラリプラントの現場内移設は，「５－４ スラリプラント現場内
移設歩掛」により別途計上する。 

４．撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，「５
－５ その他（１）」により別途計上する。 

５．安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 
５．軸の継足しがある場合は，別途計上する。 
６．二軸施工の改良断面図は，下図を標準とする。 

 

 

 

 

 

図５－１ 改良断面図 
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改　　定

軟弱地盤処理工（スラリー撹拌工）

軟弱地盤
処理工（ス
ラリー撹拌

工）

適　用

土木工事標準歩掛の改定

現　　行工種名

表５．５ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
二軸施工（変位低減型） 

（杭径φ1,000㎜） 

3mを超え  3.5m未満 12 

3.5m以上  4.5m未満 11 

4.5m以上  5.5m未満 10 

5.5m以上  7m未満 9 

7m以上   9m未満 8 

9m以上   11m未満 7 

11m以上  14m未満 6 

14m以上  19m未満 5 

19m以上  26m未満 4 

26m以上  39m未満 3 

39m以上  40m以下 2 

（注）１．施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む)，位置決め，貫入，
撹拌，練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。また，排
出土処理作業を含む。 

２．現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合
は，分解・組立費を別途計上する。 

３．スラリプラントの現場内移設は，「５－４ スラリプラント現場内
移設歩掛」により別途計上する。 

４．撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，「５
－５ その他（１）」により別途計上する。 

５．軸の継足しがある場合は，別途計上する。 
６．安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 
７．二軸施工の改良断面図は，下図を標準とする。 

 

 

 

 

 

図５－２ 改良断面図 

 

表５．６ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 二軸施工（変位低減型） 
（杭径φ1,000㎜） 

3mを超え  3.5m未満 12 

3.5m以上  4.5m未満 11 

4.5m以上  5.5m未満 10 

5.5m以上  7m未満 9 

7m以上   9m未満 8 

9m以上   11m未満 7 

11m以上  14m未満 6 

14m以上  19m未満 5 

19m以上  26m未満 4 

26m以上  39m未満 3 

39m以上  40m以下 2 

（注）１．施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む)，位置決め，貫入，
撹拌，練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。また，排
出土処理作業を含む。 

２．現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合
は，分解・組立費を別途計上する。 

３．スラリプラントの現場内移設は，「５－４ スラリプラント現場内
移設歩掛」により別途計上する。 

４．撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，「５
－５ その他（１）」により別途計上する。 

５．安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 
５．軸の継足しがある場合は，別途計上する。 
６．二軸施工の改良断面図は，下図を標準とする。 

 

 

 

 

 

図５－２ 改良断面図 
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適　用改　　定

土木工事標準歩掛の改定
軟弱地盤処理工（スラリー撹拌工）

工種名

軟弱地盤
処理工（ス
ラリー撹拌

工）

現　　行

表５．６ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
二軸施工（変位低減型） 

（杭径φ1,600㎜） 
ラップ式 杭式 

3mを超え  4m未満 11 22 

4m以上   5m未満 10 20 

5m以上   6m未満 9 18 

6m以上  7m未満 8 16 

7m以上  9m未満 7 14 

9m以上   11.5m未満 6 12 

11.5m以上 15m未満 5 10 

15m以上  20.5m未満 4 8 

20.5m以上 30m未満 3 6 

30m以上  36m以下 2 4 

（注）１．施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む)，位置決め，貫入，
撹拌，練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。また，排
出土処理作業を含む。 

２．現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合
は，分解・組立費を別途計上する。 

３．スラリプラントの現場内移設は，「５－４ スラリプラント現場内
移設歩掛」により別途計上する。 

４．撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，「５
－５ その他（１）」により別途計上する。 

５．軸の継足しがある場合は，別途計上する。 
６．安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 
７．二軸施工の改良断面図は，下図を標準とする。 
８．杭式は，２本同時施工とする。 

 

 

 

 

 

 

図５－３ 改良断面図 

 

 

５－２ 改良材使用量 

    改良材は，セメント系，石灰系を標準とし，現場条件により決定する。なお，使用量は次式による。 

     Ｖ＝Ｖ×Ｌ1×(１＋Ｋ)……………… 式５．１ 

      Ｖ ：１本当り改良材使用量（ｔ／本） 

      Ｖ ：杭長１ｍ当り改良材使用量（ｔ／ｍ） 

      Ｌ1：杭長（ｍ） 

      Ｋ ：ロス率 
 

表５．７ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.1 

 

杭式

3,200mm

1,600mm

ラップ式

1,600mm

3,000mm

表５．７ １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日） 

打設長 L（m） 
二軸施工（変位低減型） 

（杭径φ1,600㎜） 
ラップ式 杭式 

3mを超え  4m未満 11 22 

4m以上   5m未満 10 20 

5m以上   6m未満 9 18 

6m以上  7m未満 8 16 

7m以上  9m未満 7 14 

9m以上   11.5m未満 6 12 

11.5m以上 15m未満 5 10 

15m以上  20.5m未満 4 8 

20.5m以上 30m未満 3 6 

30m以上  36m以下 2 4 

（注）１．施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む)，位置決め，貫入，
撹拌，練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。また，排
出土処理作業を含む。 

２．現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合
は，分解・組立費を別途計上する。 

３．スラリプラントの現場内移設は，「５－４ スラリプラント現場内
移設歩掛」により別途計上する。 

４．撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，「５
－５ その他（１）」により別途計上する。 

５．軸の継足しがある場合は，別途計上する。 
５．安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 
６．二軸施工の改良断面図は，下図を標準とする。 
７．杭式は，２本同時施工とする。 
７．二軸施工の１日当り杭施工本数は,ラップ式で２軸当たり1本,杭式
で1軸当たり１本とする。 

 

 

 

 

 

 

図５－３ 改良断面図 

 

 

５－２ 改良材使用量 

    改良材は，セメント系，石灰系を標準とし，現場条件により決定する。なお，使用量は次式による。 

     Ｖ＝Ｖ×Ｌ1×(１＋Ｋ)……………… 式５．１ 

      Ｖ ：１本当り改良材使用量（ｔ／本） 

      Ｖ ：杭長１ｍ当り改良材使用量（ｔ／ｍ） 

      Ｌ1：杭長（ｍ） 

      Ｋ ：ロス率 
 

表５．８ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.1 

 

杭式

3,200mm

1,600mm

ラップ式

1,600mm

3,000mm
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軟弱地盤
処理工（ス
ラリー撹拌

工）

工種名 現　　行

土木工事標準歩掛の改定
軟弱地盤処理工（スラリー撹拌工）

適　用改　　定

５－３ 諸雑費 

諸雑費は，足場材（敷鉄板）賃料及び設置・撤去・移設，改良後の整地に要する費用，電力に関する経費等

であり労務費，機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

なお，変位低減型の場合は，諸雑費率に排土・排出土処理（現場内仮置き）に関する費用を含む。 

 

表５．８ 諸雑費率 （％） 

工 法 杭 径 打設長 L（m） 諸 雑 費 率 

単 軸 施 工 

φ800㎜～φ1,200㎜ 3mを超え10m以下 21 

φ1,000㎜～φ1,600㎜ 10mを超え30m以下 20 

φ2,000㎜ 3mを超え10m以下 31 

二 軸 施 工 φ1,000㎜ 3mを超え40m以下 26 

二 軸 施 工 
( 変 位 低 減 型 ) 

φ1,000㎜ 3mを超え40m以下 27 

φ1,600㎜ 3mを超え36m以下 33 

 

５－４ スラリプラント現場内移設歩掛 

スラリプラントを中心に施工位置が半径約100ｍを超える場合，又は同一現場内に施工箇所が２箇所以上ある

等，スラリプラントを移設しなければならない場合は，次表を標準とする。 

 

表５．９ スラリプラント現場内移設歩掛 （１回当り） 

名 称 規 格 
単 

位 

単 軸 施 工 

二 軸 施 工 

二軸施工(変位低減型) 

土木一般世話役  人 1.0 

特 殊 作 業 員  〃 2.9 

普 通 作 業 員  〃 1.4 

ラフテレーン 
クレーン運転 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

日 1.4 

（注）１．移設するスラリプラントはスクリューコンベア，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グ

ラウトポンプ，スラリプラント制御盤及び発動発電機とする。 

２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

５－５ その他 

（１）次の条件等により撹拌翼が貫入出来ない場合は，バックホウによる先掘りを行うものとし，「第５編２章土

工②土工」による。 

     １）表層安定処理等を行った地盤 

     ２）表層に転石等が多い地盤 

     ３）表層に障害物等のある地盤 

（２）汚泥土の処分が必要な場合は，別途計上する。 

（３）注入材配合用水，機器洗浄等に用いる上水道等が必要な場合は，別途計上する。 

（４）スラリー撹拌工は，特許を有する工法の場合もあるので,特許料が必要な場合は別途計上する。 
 

５－３ 諸雑費 

諸雑費は，足場材（敷鉄板）賃料及び設置・撤去・移設，改良後の整地に要する費用，電力に関する経費等

であり労務費，機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

なお，変位低減型の場合は，諸雑費率に排土・排出土処理（現場内仮置き）に関する費用を含む。 

 

表５．９ 諸雑費率 （％） 

工 法 杭 径 打設長 L（m） 諸 雑 費 率 

単 軸 施 工 

φ800㎜～φ1,200㎜ 3mを超え10m以下 21 

φ1,000㎜～φ1,600㎜ 10mを超え30m以下 20 

φ1,800㎜ 
φ2,000㎜ 3mを超え27m以下 31 

二 軸 施 工 φ1,000㎜ 3mを超え40m以下 26 

二 軸 施 工 
( 変 位 低 減 型 ) 

φ1,000㎜ 3mを超え40m以下 27 

φ1,600㎜ 3mを超え36m以下 33 

 

５－４ スラリプラント現場内移設歩掛 

スラリプラントを中心に施工位置が半径約100ｍを超える場合，又は同一現場内に施工箇所が２箇所以上ある

等，スラリプラントを移設しなければならない場合は，次表を標準とする。 

 

表５．１０ スラリプラント現場内移設歩掛 （１回当り） 

名 称 規 格 
単 

位 

単 軸 施 工 

二 軸 施 工 

二軸施工(変位低減型) 

土木一般世話役  人 1.0 

特 殊 作 業 員  〃 2.9 

普 通 作 業 員  〃 1.4 

ラフテレーン 
クレーン運転 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

日 1.4 

（注）１．移設するスラリプラントはスクリューコンベア，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グ

ラウトポンプ，スラリプラント制御盤及び発動発電機とする。 

２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

５－５ その他 

（１）次の条件等により撹拌翼が貫入出来ない場合は，バックホウによる先掘りを行うものとし，「第５編２章土

工②土工」による。 

     １）表層安定処理等を行った地盤 

     ２）表層に転石等が多い地盤 

     ３）表層に障害物等のある地盤 

（２）汚泥土の処分が必要な場合は，別途計上する。 

（３）注入材配合用水，機器洗浄等に用いる上水道等が必要な場合は，別途計上する。 

（４）スラリー撹拌工は，特許を有する工法の場合もあるので,特許料が必要な場合は別途計上する。 
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現　　行 適　用改　　定

土木工事標準歩掛の改定
軟弱地盤処理工（スラリー撹拌工）

工種名

軟弱地盤
処理工（ス
ラリー撹拌

工）

６． 単 価 表 

（１）スラリー撹拌工杭長○○ｍ１本当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
Ｎ

１
×1

 表4.1 

表5.1～表5.6 

特 殊 作 業 員  〃 
Ｎ

１
×2(3)

 表4.1 

表5.1～表5.6 

普 通 作 業 員  〃 
Ｎ

１
×1

 表4.1 

表5.1～表5.6 

改 良 材  t V 式5.1，表5.7 

深層混合処理機運転  日 
Ｎ

１  表3.1～表3.3 

表5.1～表5.6 

機械損料 

スラリプラント運転  〃 
Ｎ

１  表3.1～表3.3 

表5.1～表5.6 

機械損料 

諸 雑 費  式 1 表5.8 

特 許 料 金  〃 1 必要に応じて計上 

計     

（注）Ｎ：１日当り杭施工本数（本／日） 

Ｖ：１本当り改良材使用量（ｔ／本） 

（ ）書き：二軸施工（変位低減型）の場合に適用する。 
 

（２）スラリプラント現場内移設１回当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表5.9 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

日  表5.9 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     
 

（３）機械運転単価表 
 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

深層混合処理機 
( ス ラ リ ー 式 ) 表3.1 機－18 

単
軸 

運転労務数量→1.00 
燃料消費量→ 27.4kN･m     →34 

  →110kw×1  20m →62 
  →110kw×1  30m →72 
  → 90kw×2    →62 

機械損料数量→1.59 

二
軸 

運転労務数量→1.00 
燃料消費量→45kw×2    →35 

  →60kw×2    →38 
  →90kw×2    →56 

機械損料数量→1.59 

深層混合処理機 
(  スラリー式 ) 
変 位 低 減 型 

表3.2，表3.3 機－18 
二
軸 

運転労務数量→1.00 
燃料消費量→45kw×2    →33 

  →60kw×2    →36 
  →75kw×2    →52 
  →90kw×2    →52 
  →L≦10m機   →53 
  →L≦20m機   →53 
  →L≦26m機   →66 
  →L≦36m機   →53 

機械損料数量→1.59 

スラリプラント 表3.1～表3.3 機－25 機械損料数量→1.59 

６． 単 価 表 

（１）スラリー撹拌工杭長○○ｍ１本当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
Ｎ

１
×1

 表4.1 

表5.1～表5.7 

特 殊 作 業 員  〃 
Ｎ

１
×2(3)

 表4.1 

表5.1～表5.7 

普 通 作 業 員  〃 
Ｎ

１
×1

 表4.1 

表5.1～表5.7 

改 良 材  t V 式5.1，表5.8 

深層混合処理機運転  日 
Ｎ

１  表3.1～表3.3 

表5.1～表5.7 

機械損料 

スラリプラント運転  〃 
Ｎ

１  表3.1～表3.3 

表5.1～表5.7 

機械損料 

諸 雑 費  式 1 表5.9 

特 許 料 金  〃 1 必要に応じて計上 

計     

（注）Ｎ：１日当り杭施工本数（本／日） 

Ｖ：１本当り改良材使用量（ｔ／本） 

（ ）書き：二軸施工（変位低減型）の場合に適用する。 
 

（２）スラリプラント現場内移設１回当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表5.10 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

日  表5.10 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     
 

（３）機械運転単価表 
 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

深層混合処理機 
( ス ラ リ ー 式 ) 表3.1 機－18 

単
軸 

運転労務数量→1.00 
燃料消費量→ 27.4kN･m     →34 

  →110kw×1  20m →62 
  →110kw×1  30m →72 
  → 90kw×2    →62 

機械損料数量→1.59 

二
軸 

運転労務数量→1.00 
燃料消費量→45kw×2    →35 

  →60kw×2    →38 
  →90kw×2    →56 

機械損料数量→1.59 

深層混合処理機 
(  スラリー式 ) 
変 位 低 減 型 

表3.2，表3.3 機－18 
二
軸 

運転労務数量→1.00 
燃料消費量→45kw×2    →33 

  →60kw×2    →36 
  →75kw×2    →52 
  →90kw×2    →52 
  →L≦10m機   →53 
  →L≦20m機   →53 
  →L≦26m機   →66 
  →L≦36m機   →53 

機械損料数量→1.59 

スラリプラント 表3.1～表3.3 機－25 機械損料数量→1.59 
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土木工事標準歩掛の改定 
場所打杭工（全回転式オールケーシング工） 

 

- 1 - 

工種名 現 行 改 定 適用 

場所打杭

工（全回

転式オー

ルケーシ

ング工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 場所打杭工 
 

②－１ オールケーシング工・全回転式オールケーシング工 
 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，掘削長40ｍ以下，杭径1,000～1,500㎜の揺動型オールケーシング工法，杭径1,000～2,000㎜の全回

転型オールケーシング工法による場所打杭の施工に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

オールケーシング工法は，打込準備（敷鉄板の設置・撤去含む）を行ったのち，杭芯出しを行い，ケーシング

チューブを建込み，ケーシングチューブを押込みながらハンマグラブによって土砂及び岩砕の搬出を行う。 

支持層に達したことを確認した後，孔内清掃（スライム処理)，鉄筋建込を行い，さらにトレミー管によりコン

クリートを打設しながらケーシングパイプを引抜くことによって杭を施工する。 

 

２－１ 施工フロー 

    施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 場所打杭工 
 

②－１ 全回転式オールケーシング工 
 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，設計杭径1,000～1,200㎜は掘削長60ｍ以下,設計杭径1,500,2,000㎜は掘削長50ｍ以下の全回転式

オールケーシング工法による場所打杭の施工に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

オールケーシング工法は，打込準備（敷鉄板の設置・撤去含む）を行ったのち，杭芯出しを行い，ケーシング

チューブを建込み，ケーシングチューブを押込みながらハンマグラブによって土砂及び岩砕の搬出を行う。 

支持層に達したことを確認した後，孔内清掃（スライム処理)，鉄筋建込を行い，さらにトレミー管によりコン

クリートを打設しながらケーシングチューブを引抜くことによって杭を施工する。 

 

２－１ 施工フロー 

    施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 
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準 備 

ケーシング建込，掘削 
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機 械 分 解 

搬 出 

鉄筋かご，トレミー管建込 

コンクリート打設 

ケ ー シ ン グ 引 抜 

土 砂 仮 置 
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殻 処 分 等 

施
工
本
数
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繰
り
返
し 

杭 芯 出 し 
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機 械 組 立 

準 備 

ケーシング建込，掘削 

ス ラ イ ム 処 理 

機 械 分 解 

搬 出 

鉄筋かご，トレミー管建込 

コンクリート打設 

ケ ー シ ン グ 引 抜 

土 砂 仮 置 

土 砂 運 搬 

鉄 筋 か ご 製 作 

杭 頭 処 理 

殻 処 分 等 

施
工
本
数
分
繰
り
返
し 

杭 芯 出 し 



土木工事標準歩掛の改定 
場所打杭工（全回転式オールケーシング工） 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

３． 機 種 の 選 定 

３－１ 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 揺動式  全回転式 摘要 

 揺動型オール 
ケーシング掘削機 クローラ式 台 1 - 図3-1 

 全回転型オール
ケーシング掘削機 

ケーシングドライバ 
（スキッド式・ 
ディーゼル／油圧駆動） 

〃 - 1 図3-2 

鉄筋かご，ケーシング，トレミー管建込，
敷鉄板設置・撤去，掘削作業 クローラクレーン 

油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型 
50～55t吊 

〃 1 -  

掘削機設置･撤去，鉄筋かご， 
ケーシング,トレミー管建込， 
敷鉄板設置・撤去，掘削作業 

クローラクレーン 

油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
60～65t吊 

〃 - 1  

杭周り・機械周り整地， 
杭穴の埋戻整地，掘削土集土 

バ ッ ク ホ ウ 
(クローラ型) 

標準型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
山積0.45㎥(平積0.35㎥) 

〃 1 1 
 

（注）１．掘削土砂は，掘削機よりベッセルに排土し，クローラクレーンで旋回範囲内に仮置きし，水切りした

後に運搬するものを標準とする。 

２．掘削土処理については，「第５編２章土工②土工」により，別途計上する。 

３．岩塊・玉石・軟岩・硬岩を含む場合は，全回転型オールケーシング掘削機を選定する。また，現場条

件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

４．バックホウは，賃料とする。 

３－２ 掘削機の規格 

    掘削機の規格は，杭径及び掘削長により次図を標準とする。また，現場条件により次図により難い場合

は，別途考慮する。 

① 揺動型オールケーシング掘削機           ②全回転型オールケーシング掘削機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３－１ 掘削機別選定             図３－２ 掘削機別選定 
 
 

 

３． 機 種 の 選 定 

３－１ 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数 量 摘 要 

 全回転型オール
ケーシング掘削機 

ケーシングドライバ 
（スキッド式・ディーゼル／
油圧駆動） 
最大掘削径1,500㎜ 
 

又は 
 
最大掘削径2,000㎜ 

台 1 図3-1 

掘削機設置･撤去，鉄筋かご， 
ケーシング,トレミー管建込， 
敷鉄板設置・撤去，掘削作業 

クローラクレーン 

油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
70t吊 

〃 1 図3-2 又は 

油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型 
排出ガス対策型(2011年規制) 
100t吊 

杭周り・機械周り整地， 
杭穴の埋戻整地，掘削土集土 

バ ッ ク ホ ウ 
( ク ロ ー ラ 型 ) 

標準型・ 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
山積0.45㎥(平積0.35㎥) 

〃 1 
 

（注）１．掘削土砂は，掘削機よりベッセルに排土し，クローラクレーンで旋回範囲内に仮置きし，水切りした後

に運搬するものを標準とする。 

２．掘削土処理については，「第５編２章土工②土工」により，別途計上する。 

３．バックホウは，賃料とする。 

３－２ 掘削機の規格 

    掘削機の規格は，設計杭径及び掘削長により次図を標準とする。また，現場条件により次図により難い場

合は，別途考慮する。 

  全回転型オールケーシング掘削機 

φ1,500㎜級の選定基準 

掘削長：40ｍ以下 

設計杭径：1,000㎜,1,100㎜,1,200㎜,1,500㎜ 

φ2,000㎜級の選定基準 

 掘削長：40mを超え60m以下 

設計杭径：1,000㎜,1,100㎜,1,200㎜ 

又は 

掘削長：40ｍを超え50ｍ以下 
 設計杭径：1,500㎜ 
 又は 

掘削長：50ｍ以下 
       図３－1 掘削機別選定       設計杭径：2,000㎜ 

３－３ クローラクレーンの規格 

    クローラクレーンの規格は，設計杭径及び掘削長により次図を標準とする。また，現場条件により次図に

より難い場合は，別途考慮する。 

70ｔ吊クローラクレーンの選定基準 

掘削長：50ｍ以下 

設計杭径：1,000㎜,1,100㎜,1,200㎜ 

又は 

掘削長：40ｍ以下 

設計杭径：1,500㎜,2,000㎜ 

100ｔ吊クローラクレーンの選定基準 

掘削長：50ｍを超え60ｍ以下 

設計杭径：1,000㎜,1,100㎜,1,200㎜ 

又は 

掘削長：40ｍを超え50ｍ以下 

図３－２ クローラクレーン別選定   設計杭径：1,500㎜,2,000㎜ 
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４． 編  成  人  員 

  掘削機１台に対する編成人員は，次表を標準とする。 

表４．１ 編成人員                  （人／台） 

職 種 土 木 一 般 世 話 役 と び 工 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

編 成 人 員  1 1 1 1 

（注）上表は，掘削，鉄筋かご建込，コンクリート打設等及びその準備等を含んだ一連の作業にたずさわる

人員である。 

 

５． 施  工  歩  掛 

 ５－１ 杭１本当りの施工日数ＤCは，次式による。 

   ＤC＝α×ＤC1 

     ＤC ：杭１本当り施工日数（日／本） 

     α  ：土質係数 

     ＤC1：掘削長別杭１本当り施工日数（日／本） 

 

 

５－２ 土質係数（α） 

表５．１ 土質係数（α ） 

掘 削 機 揺動型オールケーシング掘削機 全回転型オールケーシング掘削機 

土 質 
レキ質土 
粘性土 

砂及び砂質土 

レキ質土 
粘性土 

砂及び砂質土 

岩塊・玉石 
軟   岩 

硬 岩 
中硬岩 

土 質 係 数  1.00 1.00 1.80 2.80 

（注）１．土質係数αは，掘削する土質毎の係数を下記のとおり加重平均して算出する。 
 

α＝ 

ここで，αｎ：各土質の土質係数 

ℓ ｎ：各土質の掘削長（ｍ） 

（例）全回転型オールケーシング掘削機 

掘削長20ｍ（レキ質土，粘性土，砂及び砂質土15ｍ，硬岩５ｍ）の場合 
 

α＝               ＝1.45≒1.5 

２．αは，小数点第１位とし，小数点第２位を四捨五入する。 
 

４． 編  成  人  員 

  掘削機１台に対する編成人員は，次表を標準とする。 

表４．１ 編成人員                  （人／台） 

職 種 土 木 一 般 世 話 役 と び 工 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

編 成 人 員  1 1 1 1 

（注）上表は，掘削，鉄筋かご建込，コンクリート打設等及びその準備等を含んだ一連の作業にたずさわる

人員である。 

 

５． 施  工  歩 掛  

 ５－１ 杭１本当りの施工日数ＤCは，次式による。 

   ＤC＝ＤC1 ＋ ＤC2  

     ＤC ：杭１本当り施工日数（日／本） 

     ＤC1：杭1本当りの掘削日数（日／本） 

     ＤC2：杭1本当りのコンクリート打設等の施工日数（日／本） 

 

 

 ①杭1本当りの掘削日数（ＤC1） 

杭1本当りの掘削日数（ＤC1）は,次表の掘削日数を,掘削する土質毎に下記のとおり算出する。 
ＤC1＝(T1×ℓ 1)＋（T2×ℓ 2）＋……(日／本)(ＤC1は，小数第３位を四捨五入し，小数第２位とする。) 

T ｎ：各土質の掘削日数 

ℓ ｎ：各土質の掘削長（ｍ） 

（例）全回転型オールケーシング掘削機 

掘削長20ｍ（レキ質土，粘性土，砂及び砂質土15ｍ，硬岩Ⅰ５ｍ）の場合 

ＤC1＝ (0.03×15)＋(0.08×5) ＝0.85 

 

   表５．１ 掘削日数（T）                        (日／ｍ) 

土 質 
レキ質土 
粘性土 

砂及び砂質土 

岩塊・玉石 
軟  岩Ⅰ 

 
軟  岩Ⅱ 硬岩Ⅰ 

中硬岩 

掘 削 日 数 0.03 0.04 0.06 0.08 

 （注）掘削日数はケーシング建込日数を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(α1×ℓ 1)＋（α2×ℓ 2）＋…
… 

ℓ 1＋ℓ 2＋…… 

(1.00×15)＋(2.80×5) 

15＋5 
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５－３ 掘削長別杭１本当り施工日数（ＤC1） 
 

             表５．２ １本当り施工日数（ＤC1） (日／本) 

掘 削 長 揺動型オールケーシング掘削機 全回転型オールケーシング掘削機  

 0＜ ℓ  ≦ 5 0.43 0.56 

 5＜ ℓ  ≦10 0.59 0.74 

10＜ ℓ  ≦15 0.77 0.93 

15＜ ℓ  ≦20 0.96 1.13 

20＜ ℓ  ≦25 1.17 1.34 

25＜ ℓ  ≦30 1.41 1.56 

30＜ ℓ  ≦35 1.66 1.78 

35＜ ℓ  ≦40 1.92 2.02 

図５－１ 施工図（揺動式）       図５－２ 施工図（全回転式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②杭１本当りのコンクリート打設等の施工日数（ＤC2） 

杭1本当りのコンクリート打設等の施工日数（ＤC2）には芯出し,機械移動据付,検尺,注水,スライム処

理,鉄筋かご建込,鉄筋かご継足,トレミー管建込,コンクリート打設・ケーシング引抜,トレミー管引抜

を含む。 
 

表５．２ 杭1本当りのコンクリート打設等の施工日数 (日／本) 

掘 削 長 杭1本当りのコンクリート打設等の施工日数 

 0＜ ℓ  ≦10 0.45 

10＜ ℓ  ≦20 0.70 

20＜ ℓ  ≦30 0.97 

30＜ ℓ  ≦40 1.24 

40＜ ℓ  ≦50 1.50 

50＜ ℓ  ≦60 1.76 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５－１ 施工図（全回転式） 
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５－４ 材料の使用量 

   杭１本に必要なコンクリート使用量は，次式による。 
 

     Ｑ＝ ×Ｄ2×Ｌ×（１＋Ｋ） 
 

      Ｑ：杭１本当りのコンクリート使用量（ｍ3／本）   

      Ｄ：杭径（ｍ） 

      Ｌ：杭長（ｍ） 

      Ｋ：ロス率 

   コンクリート使用量のロス率（損失＋杭頭処理分を含む）は，次表とする。 

 

表５．３ ロス率(Ｋ) 

ロ ス 率 ＋0.08 

 

５－５ 杭頭処理 

    杭１本当り杭頭処理歩掛は，次表とする。 

 

表５．４ 杭頭処理歩掛     (１本当り) 

名 称 単位 数量 

土木一般世話役 人 0.2 

特 殊 作 業 員 〃 0.4 

普 通 作 業 員 〃 0.2 

諸 雑 費 率 ％ 20 

（注）１．諸雑費は，空気圧縮機運転（排出ガス対策型），

コンクリートブレーカ損料等の費用であり，労務費

の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上

する。 

２．殻処分費が必要な場合は，別途計上する。 

３．殻積込については，「第５編３章共通工⑱構造物

とりこわし工」により，別途計上する。 

４．殻運搬については，「第５編３章共通工㉚殻運

搬」により，別途計上する。 

 

５－６ 鉄筋工 

    鉄筋工は，「市場単価 鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。 

 

５－７ 諸雑費 

   基礎杭工の諸雑費は，施工機械足場用の足場材（敷鉄板）賃料及び設置・撤去・移設，ハンマグラブ，

ケーシングチューブ，ハンマクラウン，プランジャ，ベッセル，スラッシュタンク，トレミー管，コンク

リート打込スロープ，工事用水中モータポンプの損料，電力に関する経費等の費用であり，労務費，運転経

費及び機械損料の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する（杭頭処理の労務費は含まない）。 

    また，全回転型オールケーシング掘削機の諸雑費には，ビット等の損耗費用を含むものとする。 

 

表５．５ 諸雑費率           (％) 

揺 動 式 19 

全 回 転 式 22 

 

 

 

 

５－２ 材料の使用数量 

   杭１本に必要なコンクリート使用数量は，次式による。 
 

     Ｑ＝ ×Ｄ2×Ｌ×（１＋Ｋ） 
 

      Ｑ：杭１本当りのコンクリート使用数量（ｍ3／本）   

      Ｄ：設計杭径（ｍ） 

      Ｌ：杭長（ｍ） 

      Ｋ：ロス率 

   コンクリート使用数量のロス率（損失＋杭頭処理分を含む）は，次表とする。 

 

表５．３ ロス率(Ｋ) 

ロ ス 率 ＋0.09 

 

５－３ 杭頭処理 

    杭１本当り杭頭処理歩掛は，次表とする。 

             表５．４ 杭頭処理歩掛 (１本当り) 

名 称 規 格 単位 

設計杭径(mm) 

1,000 1,100 1,200 1,500 2,000 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.09 0.10 0.11 0.14 0.18 

特 殊 作 業 員  〃 0.31 0.34 0.37 0.46 0.62 

ﾗ ﾌ ﾃ ﾚ ｰ ﾝ ｸ ﾚ ｰ ﾝ運転 
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型・ 
排出ｶﾞｽ対策型 
(第1次基準値)50t吊 

日 0.09 0.10 0.11 0.14 0.18 

諸 雑 費  ％ 19 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－４ 鉄筋工 

    鉄筋工は，「市場単価 鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。 

 

５－５ 諸雑費 

諸雑費は，施工機械足場用の足場材（敷鉄板）賃料及び設置・撤去・移設，ハンマグラブ，ケーシング

チューブ，ハンマクラウン，プランジャ，ベッセル，スラッシュタンク，トレミー管，コンクリート打込ス

ロープ，吊金具,吊ワイヤ,工事用水中モータポンプの損料，副バンド装置の損料,ビット等の損耗費,電力に

関する経費等の費用であり，労務費，運転経費及び機械損料の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として

計上する（杭頭処理の労務費,機械賃料及び運転経費は含まない）。 

 

表５．５ 諸雑費率 (％) 

諸 雑 費 率 29 
 

（注）１．ラフテレーンクレーンは賃料とする。 

２．諸雑費は，空気圧縮機運転（排出ガス対策型），コンクリートブレーカ損料,付着防止材

等の費用であり，労務費及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 

３．殻処分費が必要な場合は，別途計上する。 

４．殻積込については，「第５編３章共通工⑱構造物とりこわし工」により，別途計上する。 

５．殻運搬については，「第５編３章共通工㉚殻運搬」により，別途計上する。 

 

 

 π 

４ 

π 

４ 
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６． 単 価 表 

（１）基礎杭工１本当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×DC 表4.1 

と び 工  〃 1×DC 〃 

特 殊 作 業 員  〃 1×DC 〃 

普 通 作 業 員  〃 1×DC 〃 

掘 削 機 運 転  日 DC 機械損料 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 運 転  〃 DC  〃 

バックホウ(クローラ型)運転  〃 DC 機械賃料 

コ ン ク リ ー ト  m3   

鉄 筋 工  t   

諸 雑 費  式 1 表5.5 

計     

(注) ＤＣ：杭1本当り施工日数（日／本） 

 

（２）杭頭処理１本当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表5.4 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     

 

（３）機械運転単価表 
 

工 法 機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項  

揺 動 式 

揺 動 型 
オールケーシング掘削機 

クローラ式 
最大掘削径φ1,500mm 
最大掘削径φ2,000mm 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→119 
機械損料数量→  1.40 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 
油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型 
50～55t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→ 69 
機械損料数量→  1.29 

バ ッ ク ホ ウ 
( ク ロ ー ラ 型 ) 

標準型・ 
排出ガス対策型（第２次基準値)  
山積0.45㎥(平積0.35㎥) 

機－28 
運転労務数量→  0.80 
燃料消費量→ 28 
機械賃料数量→  1.48 

全 回 転 式 

全 回 転 型 
オールケーシング掘削機 

ケーシングドライバ 
（スキッド式・ 
ディーゼル／油圧駆動） 
最大掘削径φ1,500㎜ 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→ 75 
機械損料数量→  1.45 

ケーシングドライバ 
（スキッド式・ 
ディーゼル／油圧駆動） 
φ2,000㎜ 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→103 
機械損料数量→  1.45 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型・ 
排出ガス対策型（第１次基準値) 
60～65t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→ 88 
機械損料数量→  1.38 

バ ッ ク ホ ウ 
( ク ロ ー ラ 型 ) 

標準型・ 
排出ガス対策型（第２次基準値)  
山積0.45㎥(平積0.35㎥) 

機－28 
運転労務数量→  0.80 
燃料消費量→ 29 
機械賃料数量→  1.60 

 

６． 単 価 表 

（１）基礎杭工１本当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×DC 表4.1 

と び 工  〃 1×DC 〃 

特 殊 作 業 員  〃 1×DC 〃 

普 通 作 業 員  〃 1×DC 〃 

掘 削 機 運 転  日 DC 機械損料 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 運 転  〃 DC 〃 

バックホウ(クローラ型)運転  〃 DC 機械賃料 

コ ン ク リ ー ト  m3   

鉄 筋 工  t  別途計上する 

諸 雑 費  式 1 表5.5 

計     

(注) ＤＣ：杭１本当り施工日数（日／本） 

 

（２）杭頭処理１本当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表5.4 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

ﾗ ﾌ ﾃ ﾚ ｰ ﾝ ｸ ﾚ ｰ ﾝ 運転 
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型・ 
排出ｶﾞｽ対策型 
(第1次基準値)50t吊 

日  
表5.4 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表5.4 

計     

 

（３）機械運転単価表 
 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項  

全 回 転 型 
オ ー ル ケ ー シ ン グ 掘 削 機 

ケーシングドライバ 
（スキッド式・ 
ディーゼル／油圧駆動） 
最大掘削径1,500㎜ 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→ 82 
機械損料数量→  1.45 

ケーシングドライバ 
（スキッド式・ 
ディーゼル／油圧駆動） 
最大掘削径2,000㎜ 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→ 95 
機械損料数量→  1.45 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型・ 
排出ガス対策型（第３次基準値) 
70t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→106 
機械損料数量→  1.38 

油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型・ 
排出ガス対策型（2011年規制) 
100t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→119 
機械損料数量→  1.38 

バ ッ ク ホ ウ 
( ク ロ ー ラ 型 ) 

標準型・ 
排出ガス対策型（第３次基準値) 
山積0.45㎥(平積0.35㎥) 

機－28 
運転労務数量→  0.80 
燃料消費量→ 29 
機械賃料数量→  1.60 
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工種名 現 行 改 定 適用 

場 所 打 杭

工 （ ダ ウ

ン ザ ホ ー

ル ハ ン マ

工） 

 

②－５ ダウンザホールハンマ工 
 

 

１． 適  用  範  囲 

本資料は，ダウンザホールハンマによる場所打杭工（山留工，地すべり抑止杭，構造物基礎杭，仮設物基礎杭

等）の施工に適用する。 

適用範囲は，杭径170～580㎜，杭長30ｍ以下とし，杭の頭出しを行う場合にも適用する。 

なお，頭出しの長さは11ｍ以下とする。 

継杭は地中部のみとし，地上部の継杭は場所打杭工の対象としない。 
 

表１．１ 杭径及び削孔径 

杭径(㎜) 
項目 

170～ 
  220 

221～ 
  270 

271～ 
  320 

321～ 
  360 

361～ 
  410 

411～ 
  460 

461～ 
  510 

511～ 
  580 

削 孔 径（㎜) 250 300 350 400 450 500 550 600 

鋼 管 杭径は，鋼管の外径とする。 

H     形    鋼 杭径は，H形鋼の対角線長とする。 

 

 

 

 
 

図１－１ 施工図 

 

②－５ ダウンザホールハンマ工 
 

 

１． 適  用  範  囲 

本資料は，ダウンザホールハンマによる場所打杭工（山留工，地すべり抑止杭，基礎杭（構造物，仮設

物），防護柵）の施工に適用する。ただし，防護柵については，吸収エネルギーが750～1,000kJ程度の高エネ

ルギー吸収柵の支柱設置のみ適用する。 

適用範囲は，設計杭径170mm以上580㎜以下，掘削長30ｍ以下とする。ただし，防護柵については，設計杭径

270mm超え320mm以下，掘削長８ｍ以下とする。また，杭の頭出しを行う場合にも適用する。 

なお，鋼管・Ｈ形鋼の頭出しの長さは６ｍ以下とし，防護柵の頭出しの長さは，４ｍ以下とする。 

継杭は地中部のみとし，地上部の継杭は場所打杭工の対象としない。 

 
表１．１ 設計杭径及び削孔径 

設計杭径(㎜) 
 
項目 

170以上 
220以下 

220超え
270以下 

270超え
320以下 

320超え
360以下 

360超え
430以下 

430超え
510以下 

510超え
580以下 

削 孔 径（㎜) 300 350 400 450 500 550 600 

H     形    鋼 設計杭径は，Ｈ形鋼の対角線長とする。 

鋼 管 設計杭径は，鋼管の外径とする。 

防    護    柵 設計杭径は，回転防止筋を含む外径とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 施工図 

 

Ｈ形鋼の場合 鋼管の場合 

 

頭出し長
0 ～ 6ｍ以下

継杭※1

※1 継杭は地中部のみとし，

      地上部の継杭は場所打杭

      工の対象としない。

上部構造物

【地上部】

【地中部】

掘削長

30ｍ以下

【地上部】

【地中部】
支柱※2

※2 防護柵は吸収エネルギーが750～1000kJ程度の

　　 高エネルギー吸収柵の支柱施工を対象とする。

　　 支柱は，中詰材（モルタル）入り鋼管とする。

鋼 管 ・ H 形 鋼 の 場 合 防 護 柵  の 場 合

掘削長
8 ｍ以下

金網

頭出し長
 4 ｍ以下

キャップ サポート

Ｈ形鋼の場合

設計杭径

鋼管の場合

設計杭径

鋼管外径

杭長  L  = 材料長
　

削孔径  D 削孔径  D

防護柵の場合

設計杭径

支柱外径

削孔径  D

掘削長       =打設長

回転防止筋

中詰材（モルタル）

頭出し長：4 ｍ以下

掘削長      = 打設長

頭出し長：0 ～ 6 ｍ

ℓ ℓ 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

 

２． 施  工  概  要 

本工法は，クレーン又は大口径ボーリングマシンに取付けたダウンザホールハンマの打撃により地盤を掘削し，

鋼管杭又はＨ形鋼杭を建込み，中詰材・外詰材の注入等の一連作業で杭を形成するものである。 

なお，本工法は比較的安定した地盤で孔壁保護を行わずに施工する場合に適用し，孔壁保護を行う場合には，

本工法の適用外とし別途考慮する。 

 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

   １）Ａ工法（クレーン工法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 施  工  概  要 

本工法は，クレーン又は大口径ボーリングマシンに取付けたダウンザホールハンマの打撃により地盤を掘削し，

鋼管杭又はＨ形鋼杭を建込み，中詰材・外詰材の注入等の一連作業で杭を形成するものである。 

なお，本工法は比較的安定した地盤で孔壁保護を行わずに施工する場合に適用し，孔壁保護を行う場合には，

本工法の適用外とし別途考慮する。 

 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

１）Ａ工法（クレーン工法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

   ２．防護柵の場合は，中詰材（モルタル）入り鋼管とし，外詰モルタル充填のみ計上する。 

   ３．支柱キャップ取付け及び取付けに必要な足場については別途計上する。 

図２－１ 施工フロー 
 

 

 

機
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機

移

動 

掘

削

機

分

解 

足

場

撤

去 

機
械
搬
出
・
後
片
付
け 

施工本数分繰り返し 

機 械 ・ 機 材 搬 入

整 地 ・ 敷 鉄 板 設 置

足 場 設 置

掘 削 機 組 立

芯 出 し

掘 削

孔 内 洗 浄

鋼材建込・ 溶接又はボルト接合 支 柱 建 込

モルタル・ 中詰コンクリート打設 外 詰 モ ル タ ル 充 填

ス ラ イ ム 除 去 土 砂 埋 戻 し 支 柱 キ ャ ッ プ 取 付 け

掘 削 機 移 動

掘 削 機 分 解

足 場 撤 去

機 械 搬 出 ・ 後 片 付 け

土砂による埋戻しの場合

防護柵の場合施
工
本
数
分
繰
り
返
し
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工種名 現 行 改 定 適用 

  

   ２）Ｂ工法（大口径ボーリングマシン工法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 
 

 

   ２）Ｂ工法（大口径ボーリングマシン工法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

   ２．防護柵の場合は，中詰材（モルタル）入り鋼管とし，外詰モルタル充填のみ計上する。 

   ３．支柱キャップ取付け及び取付けに必要な足場については別途計上する。 

   ４．傾斜地等で仮設足場が必要な場合，別途計上する。 

図２－２ 施工フロー 
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施工本数分繰り返し 

機 械 ・ 機 材 搬 入

整 地 ・ 敷 鉄 板 設 置

足 場 設 置

や ぐ ら 設 置

芯 出 し

掘 削

孔 内 洗 浄

鋼材建込・ 溶接又はボルト接合 支 柱 建 込

モルタル・ 中詰コンクリート打設 外 詰 モ ル タ ル 充 填

ス ラ イ ム 除 去 土 砂 埋 戻 し 支 柱 キ ャ ッ プ 取 付 け

掘 削 機 移 動

や ぐ ら 撤 去

足 場 解 体

機 械 搬 出 ・ 後 片 付 け

土砂による埋戻しの場合

防護柵の場合施
工
本
数
分
繰
り
返
し
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工種名 現 行 改 定 適用 

   

   ３）Ｃ工法（テーブルマシン工法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

   ２．防護柵の場合は，中詰材（モルタル）入り鋼管とし，外詰モルタル充填のみ計上する。 

   ３．支柱キャップ取付け及び取付けに必要な足場については別途計上する。 

   ４．作業架台の設置・撤去は別途計上とする。 

図２－３ 施工フロー 
 

 

機 械 ・ 機 材 搬 入

整 地 ・ 敷 鉄 板 設 置

作 業 架 台 設 置

掘 削 機 組 立

芯 出 し

テ ー ブ ル マ シ ン 設 置

掘 削

孔 内 洗 浄

鋼材建込・ 溶接又はボルト接合 支 柱 建 込

モルタル・ 中詰コンクリート打設 外 詰 モ ル タ ル 充 填

ス ラ イ ム 除 去 土 砂 埋 戻 し 支 柱 キ ャ ッ プ 取 付 け

テ ー ブ ル マ シ ン 移 動

掘 削 機 移 動

掘 削 機 分 解

作 業 架 台 撤 去

機 械 搬 出 ・ 後 片 付 け

土砂による埋戻しの場合

防護柵の場合施
工
本
数
分
繰
り
返
し
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

 

２－２ 工法の選定 

    工法の選定は，図２－２による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－２ 工法の選定 

２－２ 工法の選定 

    工法の選定は，図２－２による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．テーブルマシンとは，クレーンで吊下げたダウンザホールハンマを回転させる装置である。  

   ２．テーブルマシンの据付及び移動は，クレーン（掘削用）を標準とする。 
 

図２－４ 工法の選定 

参考図 （Ｃ工法模式図） 

 

 

スタート 

Ａ工法 

（クレーン工法） 

施工現場に 
クレーンが搬入
かつ設置可能か 

Ｂ工法 

(大口径ボーリングマシン工法) 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

掘削箇所に 
クレーンが搬入
かつ設置可能か 

 

スタート 

ＮＯ 

Ｂ工法 
(大口径ボーリングマシン工法) 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

掘削場所が 
傾斜地でかつ作 
業架台が必要か 

Ａ工法 

（クレーン工法） 

Ｃ工法 

（テーブルマシン工法） 

クローラクレーン テーブルマシン

ダウンザホールハンマ

ロッド

作業架台
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

 

３． 機 種 の 選 定 

３－１ 機種の選定 

    機械・規格は，下記を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定（Ａ工法） 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

 クレーン(掘削用)  台 1 図3-1，表3.3 

 ダウンザホールハンマ 空圧式 〃 1 表3.4 

 空 気 圧 縮 機 可搬式・エンジン駆動・スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 〃 必要台数 表3.5 

鋼管杭・H形鋼杭建込用 
掘削機組立・分解用 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第2次基準値） 
25t吊 

〃 1  

（注）１．鋼管杭，Ｈ形鋼杭の建込みは，ラフテレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型25ｔ吊）を標準とするが，現
場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

２．機械の移動については，自走を標準とする。 
３．クレーン（掘削用）の組立（リーダ，減速機の取付け）・分解時については，ラフテレーンクレーン
（油圧伸縮ジブ型25ｔ吊）を標準とするが，現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

４．空気圧縮機は，賃料とする。 
５．粉塵対策が必要な場合には，給水ポンプ，集塵機を共通仮設費の安全費に別途計上する。 

 

表３．２ 機種の選定（Ｂ工法） 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

 大口径ボーリングマシン  台 1 図3-2 

 ダウンザホールハンマ 空圧式 〃 1 表3.4 

 空 気 圧 縮 機 可搬式・エンジン駆動・スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 〃 必要台数 表3.5 

資材等現場内小運搬 
掘削機の移動 
鋼管杭，H形鋼杭建込 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第2次基準値） 
25t吊 

〃 1 

必要に応じてラフ
テレーンクレーン
（補助クレーン
用）を別途計上す
る。 

 

（注）１．鋼管杭，Ｈ形鋼杭の建込み，掘削機の移動については，大口径ボーリングマシン付属のウインチで施
工することを標準とする。 

２．現場，作業条件が下記に該当する場合は，必要に応じて補助クレーンを別途計上する。 
①工事場所により10ｍ以内のところに材料置場を設けることが出来ない場合。 
②民家，構造物，その他の施設等を破損又は危険にさらす恐れのある場合。 
③現場条件等により，大口径ボーリングマシン付属のウインチによる施工が困難な場合。 

３．作業は，補助クレーンの場合，準備作業までとする。 
４．空気圧縮機，ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 
５．粉塵対策が必要な場合には，給水ポンプ，集塵機を共通仮設費の安全費に別途計上する。 

３． 機 種 の 選 定 

３－１ 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定（Ａ工法） 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

 クレーン(掘削用)  台 1 図3-1，表3.4 

 ダウンザホールハンマ 空圧式 〃 1 表3.5 

 空 気 圧 縮 機 
可搬式・エンジン駆動・スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 

〃 必要台数 表3.6 

鋼管杭・H形鋼杭建込用， 
掘削機組立・分解用 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第2次基準値） 
25t吊 

〃 1  

（注）１．鋼管杭，Ｈ形鋼杭の建込み，クレーン（掘削用）の組立（リーダ，減速機の取付け）・分解時について
は，ラフテレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型25ｔ吊）を標準とするが，現場条件により上表により難い場
合は，別途考慮する。 

２．空気圧縮機は，賃料とする。 
３．粉塵対策が必要な場合には，給水ポンプ，集塵機を共通仮設費の安全費に別途計上する。 

 

表３．２ 機種の選定（Ｂ工法） 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

 大口径ボーリングマシン  台 1 図3-2 

 ダウンザホールハンマ 空圧式 〃 1 表3.5 

 空 気 圧 縮 機 可搬式・エンジン駆動・スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 〃 必要台

数 表3.6 

資材等現場内小運搬， 
掘削機の移動， 
鋼管杭，H形鋼杭建込 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第2次基準値） 
25t吊 

〃 1 

必要に応じてラ
フテレーンク
レーン（補助ク
レーン用）を別
途計上する。 

（注）１．鋼管杭，Ｈ形鋼杭の建込み，掘削機の移動については，大口径ボーリングマシン付属のウインチで施工
することを標準とする。 

２．現場，作業条件が下記に該当する場合は，必要に応じて補助クレーンを別途計上する。 
① 工事場所により10ｍ以内のところに材料置場を設けることが出来ない場合。 
② 民家，構造物，その他の施設等を破損又は危険にさらす恐れのある場合。 
③ 現場条件等により，大口径ボーリングマシン付属のウインチによる施工が困難な場合。 

３．補助クレーンの場合，作業は準備作業までとする。 
４．空気圧縮機，ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 
５．粉塵対策が必要な場合には，給水ポンプ，集塵機を共通仮設費の安全費に別途計上する。 

 

表３．３ 機種の選定（Ｃ工法） 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

 クレーン (掘削用 )  台 1 図3-1，表3.4 

 ダウンザホールハンマ 空圧式 〃 1 表3.5 

 空 気 圧 縮 機 
可搬式・エンジン駆動・スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 

〃 必要台数 表3.6 

（注）１．鋼管杭，Ｈ形鋼杭の建込みは，クレーン（掘削用）を標準とするが，現場条件により上表により難い場
合は，別途考慮する。 

２．空気圧縮機は，賃料とする。 
３．粉塵対策が必要な場合には，給水ポンプ，集塵機を共通仮設費の安全費に別途計上する。 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

 

 

３－２ 掘削機の選定 

    掘削機の選定は，次図を標準とする。 

 

   １）クレーン(掘削用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４･②･28） 
 
 

表３．３ クレーン(掘削用)機種・規格 

機 械 名 規 格 摘 要 

ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊  

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型 50～55t吊  

 

   ２）大口径ボーリングマシン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ ダウンザホールハンマの選定 

    ダウンザホールハンマの選定は，次表を標準とする。 

表３．４ ダウンザホールハンマの選定 

杭 径（㎜） 170～
220 

221～
270 

271～
320 

321～
360 

361～
410 

411～
460 

461～
510 

511～
580 

ダウンザホール 
ハ ン マ 規 格 250～300㎜ 302～381㎜ 382～ 

457㎜ 508～762㎜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 掘削機の選定 

    掘削機の選定は，次図を標準とする。 

 

   １）クレーン(掘削用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表３．４ クレーン(掘削用)機種・規格 

機 械 名 規 格 摘 要 

ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型(第2次基準値) 25t吊  

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 
油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型・排出ガス対策型
(第2次基準値) 50～55t吊 

 

 

   ２）大口径ボーリングマシン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ ダウンザホールハンマの選定 

    ダウンザホールハンマの選定は，次表を標準とする。 

表３．５ ダウンザホールハンマの選定 

設計杭径（㎜） 
170以上
220以下 

220超え
270以下 

270超え
320以下 

320超え
360以下 

360超え
430以下 

430超え
510以下 

510超え
580以下 

ダウンザホール 
ハ ン マ 規 格 

250～
300mm 

302～
381mm 382～457mm 508～762mm 

 

 

（注）現場条件等により，上図により難い場合は別途考慮する。 
 

図３－２ 大口径ボーリングマシンの選定 

 （注）現場条件等により，上図により難い場合は別途考慮する。 

図３－１ クレーン(掘削用)機種選定 

    選定基準 

     ・ラフテレーンクレーン（25ｔ吊） 

      杭 径：430㎜未満 

      掘削長：30ｍ以下 

     ・クローラクレーン（50～55ｔ吊） 

      杭 径：430㎜以上580㎜以下 

      掘削長：30ｍ以下 

選定基準 

 ・19kW級 

  杭 径：320㎜未満 

  掘削長：25ｍ以下 

 ・30kW級 

  杭 径：320㎜以上580㎜以下 

  掘削長：30ｍ以下 

      及び 

  杭 径：320㎜未満 

  掘削長：25ｍ超30ｍ以下 

ラフテレーンクレーン クローラクレーン 

級 級 

 （注）現場条件等により，上図により難い場合は別途考慮する。 

図３－１ クレーン(掘削用)機種選定 

選定基準 

 ・ラフテレーンクレーン（25ｔ吊） 

  杭 径：430㎜以下 

  掘削長：30ｍ以下 

 ・クローラクレーン（50～55ｔ吊） 

  杭 径：430㎜超え580㎜以下 

  掘削長：30ｍ以下 

選定基準 

 ・19kW級 

  杭 径：320㎜以下 

  掘削長：25ｍ以下 

 ・30kW級 

  杭 径：320㎜超え580㎜以下 

  掘削長：30ｍ以下 

      及び 

  杭 径：320㎜以下 

  掘削長：25ｍ超え30ｍ以下 

（注）現場条件等により，上図により難い場合は別途考慮する。 
 

図３－２ 大口径ボーリングマシンの選定 

5
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30

15

25

ラフテレーンクレーン
　　　　　25t吊

（m）

580170

設　　計　　杭　　径　（mm）

430

クローラクレーン
　　 50～55t吊

掘 

削 

長

19kW級
30kW級

設　　計　　杭　　径　（mm）

170 580

5

10

20

30

15

25

320

（m）

掘 

削 

長
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

 

３－４ 空気圧縮機の選定 

    空気圧縮機の選定は，次表を標準とする。 
 

表３．５ 空気圧縮機の選定 

杭 径（㎜） 170～270 271～360 361～460 461～510 511～580 

空 気 圧 縮 機 
規 格 ・ 台 数 

18～19m3／min1台 
7.5～7.8m3／min1台 

18～19m3 

／min2台 
18～19m3 

／min3台 
18～19m3/min 3台 
7.5～7.8m3/min 1台 

18～19m3 

／min4台 

（注）１．空気圧縮機は，可搬式・エンジン駆動・スクリュ型・排出ガス対策型（第１次基準値）とす

る。 

２．空気圧縮機は，賃料とする。 

 

４． 編 成 人 員 

  ダウンザホールハンマによる場所打杭工の編成人員は，次表を標準とする。 
 

表４．１ 編成人員 （人） 

職種 
工法種別 

土 木 一 般 
世  話  役 と び 工 特殊作業員 普通作業員 溶 接 工 

A 工 法 
( ク レ ー ン 工 法 ) 1 1 1 1 1 

B 工 法 
(大口径ボーリングマシン工法) 1 1 1 2 1 

（注）継杭を施工しない場合は，溶接工を計上しない。 
 

５． 施 工 歩 掛 

５－１ 杭１本当り施工日数（Ｔd） 

    杭１本当り施工日数は，次式による。 

     鋼管杭の場合…………Ｔd＝α・β・Ｔa（日／本）……式５．１ 

     Ｈ形鋼杭の場合………Ｔd＝α・Ｔa（日／本）…………式５．２ 

 

 ３－４ 空気圧縮機の選定 

    空気圧縮機の選定は，次表を標準とする。 
 

表３．６ 空気圧縮機の選定 

設計杭径
（㎜） 

170以上 
320以下 

320超え 
430以下 

430超え 
510以下 

510超え 
580以下 

空 気 圧 縮 機 
規 格 ・ 台 数 

18～19 

m3／min 2台 
18～19 

m3／min 3台 
18～19m3／min 3台 
7.5～7.8m3／min 1台 

18～19 

m3／min 4台 

（注）１．空気圧縮機は，可搬式・エンジン駆動・スクリュ型・排出ガス対策型（第２次基準値）とする。 

２．空気圧縮機は，賃料とする。 

 

４． 編 成 人 員 

  ダウンザホールハンマによる場所打杭工の編成人員は，次表を標準とする。 
 

表４．１ 編成人員 （人） 

職種 
工法種別 

土 木 一 般 
世  話  役 

と び 工 特殊作業員 普通作業員 溶 接 工 

A 工 法 
( ク レ ー ン 工 法 ) 1 1 1 1 1 

B 工 法 
(大口径ボーリングマシン工法) 1 1 1 2 1 

C 工 法 
(テ ー ブ ル マ シ ン 工 法 ) 1 1 1 1 1 

（注）継杭を施工しない場合は，溶接工を計上しない。 

 

５． 施 工 歩 掛 

５－１ 杭１本当り施工日数（Ｔc） 

    杭１本当り施工日数は，次式による。 

     鋼管杭の場合：Ｔc＝Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋(Ｔ4・α)（日／本） ……式５．１ 

     Ｈ形鋼杭の場合：Ｔc＝Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4（日／本） ……………式５．２ 

     防護柵の場合：Ｔc＝Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3（日／本）  ………………式５．３ 

      Ｔ1：杭１本当りの削孔日数（日／本） 

      Ｔ2：杭１本当りの準備・建込み等日数（日／本） 

      Ｔ3：杭１本当りの充填日数（日／本） 

      Ｔ4：杭１本当りの溶接・ボルト接合日数（日／本） 

      α：鋼管板厚補正係数 

(注) Ｔ4は立継溶接，又はボルト接合（※1）より継杭を施工する場合に計上する。
ただし，ボルト接合は溶接工を計上しない。 
なお，機械式継手（※2）より継杭を施工する場合も適用出来るが，Ｔ4及び溶
接工は計上せずに，費用等を別途計上する。 
※1立継溶接･･･････鋼材をクレーン等で建込みながら溶接する施工方法。 
※2機械式継手（鋼管杭）････あらかじめ杭の上下端部に工場で溶接取付され
た継手部材を現地で自重等により嵌合させる構造のもの。 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 ① 土質係数（α） 
 

表５．１ 土質係数（α ） 

土質区分 砂 質 土 レキ質土 粘 性 土 岩塊・玉石 軟  岩 中 硬 岩 硬  岩 

土質係数 0.68 0.97 0.95 1.02 1.00 1.05 1.27 

（注）１．土質係数αは，掘削する土質毎の係数を次のとおり加重平均して算出する。 

 

α＝ 

 

αn：各土質の土質係数 

ℓn：各土質の掘削長（m） 

２．αは小数点第２位とし，小数点第３位を四捨五入する。 

 

（例）軟岩の層５ｍ，砂質土の層10ｍの場合 
 

α＝           ≒0.79 
 

② 板厚係数（β） 
 

表５．２ 板厚係数（β ） 

掘削長（m） 
板 厚t（㎜） 

9≦t＜15 15≦t＜21 21≦t＜27 27≦t≦30 

ℓ ≦12 1.00 1.00 1.00 1.00 

12＜ ℓ ≦24 1.00 1.04 1.09 1.15 

24＜ ℓ ≦30 1.00 1.06 1.13 1.21 

（注）上表は，鋼管杭のみ適用する。 
 

 ① 杭１本当りの削孔日数（Ｔ1） 

表５．１ 土質毎の削孔日数(Ｔa) (日／ｍ) 

土質・岩質分類 砂質土 粘性土 

レキ質土 
岩塊・玉石 

軟岩 
中硬岩 

硬岩 

削孔日数 0.03 0.05 0.06 0.08 

(注) １. 杭１本当りの削孔日数(T１)は，掘削する土質毎に次のとおり加算して 
算出する。 

Ｔ1＝Ｔa1×ℓ 1＋Ｔa2×ℓ 2＋Ｔa3×ℓ 3＋Ｔa4×ℓ 4＋… 
Ｔan：各土質毎の削孔日数(日／ｍ) 
ℓ n ：各土質の掘削長(ｍ) 

２. Ｔ1は小数点第２位とし，小数点第３位を四捨五入する。 
 

 

1.0×５＋0.68×10 
10＋５ 

α1×ℓ 1＋α2×ℓ 2＋α3×ℓ 3＋α4×ℓ 4＋……
… 

ℓ 1＋ℓ 2＋ℓ 3＋ℓ 4＋……… 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

 

③ 工法，杭種別施工日数（Ｔa） 

（１）Ａ工法（クレーン工法）鋼管杭 
 

表５．３ Ａ工法（クレーン工法）鋼管杭（Ｔa） 

掘削長(m) 
杭 径（㎜） 

170～220 221～270 271～320 321～360 361～430 431～510 511～580 

ℓ ≦12 0.74 0.75 0.77 0.78 0.80 0.83 0.87 

12＜ ℓ ≦24 1.47 1.52 1.56 1.60 1.65 1.75 1.86 

24＜ ℓ ≦30 2.08 2.15 2.22 2.28 2.36 2.52 2.67 

（注）削孔口周辺が崩壊する場合は，保護対策を別途計上する。 

 

（２）Ｂ工法（大口径ボーリングマシン工法）鋼管杭 
 

表５．４ Ｂ工法（大口径ボーリングマシン工法）鋼管杭（Ｔa） 

掘削長(m) 
杭 径（㎜） 

170～220 221～270 271～320 321～360 361～430 431～510 511～580 

ℓ ≦12 0.75 0.76 0.77 0.79 0.80 0.84 0.87 

12＜ ℓ ≦24 1.42 1.46 1.51 1.54 1.59 1.68 1.78 

24＜ ℓ ≦30 1.98 2.05 2.11 2.16 2.23 2.38 2.52 

（注）削孔口周辺が崩壊する場合は，保護対策を別途計上する。 

 

 

（３）Ａ工法（クレーン工法）Ｈ形鋼杭 
 

表５．５ Ａ工法（クレーン工法）Ｈ形鋼杭（Ｔa） 

掘削長(m) 
杭 径（㎜） 

170～220 221～320 321～360 361～430 431～500 501～570 571～580 

ℓ ≦12 0.74 0.75 0.78 0.80 0.84 0.87 0.88 

12＜ ℓ ≦24 1.47 1.52 1.61 1.69 1.81 1.94 2.06 

24＜ ℓ ≦30 2.07 2.16 2.30 2.43 2.63 2.84 3.06 

（注）削孔口周辺が崩壊する場合は，保護対策を別途計上する。 

 

（４）Ｂ工法（大口径ボーリングマシン工法）Ｈ形鋼杭 
 

表５．６ Ｂ工法（大口径ボーリングマシン工法）Ｈ形鋼杭（Ｔa） 

掘削長(m) 
杭 径（㎜） 

170～220 221～320 321～360 361～430 431～500 501～570 571～580 

ℓ ≦12 0.75 0.76 0.78 0.81 0.84 0.87 0.88 

12＜ ℓ ≦24 1.42 1.47 1.55 1.63 1.74 1.85 1.96 

24＜ ℓ ≦30 1.97 2.05 2.18 2.30 2.48 2.68 2.88 

（注）削孔口周辺が崩壊する場合は，保護対策を別途計上する。 

 

 

② 杭１本当りの準備・建込み等日数（Ｔ2） 

    杭１本当りの準備（足場作り，テーブルマシン又は大口径ボーリングマシンの移動，芯出し），鋼管・Ｈ形

鋼建込，孔内洗浄，ロッド継足し・引抜きの施工日数は次表とする。 

 

 

表５．２ 杭１本当りの準備・建込み等日数(Ｔ2) （日／本） 

掘削長（m）  
ℓ ≦10 10＜  ℓ ≦20 20＜  ℓ ≦30 工 法 名 

 
杭 種  

H  形  鋼 

A工法 
（クレーン工法） 

0.16 0.21 0.27 

B工法 
（大口径ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ工法） 0.26 0.32 0.38 

C工法 
（テーブルマシン工法） 

0.20 0.26 0.32 

鋼   管 
又は 

防 護 柵 

A工法 
（クレーン工法） 

0.17 0.25 0.33 

B工法 
（大口径ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ工法） 0.27 0.35 0.44 

C工法 
（テーブルマシン工法） 

0.21 0.30 0.38 

(注) １. 大口径ボーリングマシンの１回の移動距離は３ｍ以内を標準とし，ブロック間の移動 
は，別途考慮する。 

２. 足場作りとは，テーブルマシン又は大口径ボーリングマシンの下に敷く足場材の敷設 
とし，全体の仮設足場は含まない。 

３. 削孔途中でのロッド引抜や挿入及びロッドの先端補修を含む。 
４. 大口径ボーリングマシンは，補助機械の有無にかかわらず適用出来る。 
５. 削孔口周辺が崩壊する場合は，保護対策を別途計上する。 
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工種名 現 行 改 定 適用 

   

③ 杭１本当りの充填日数（Ｔ3） 

    杭１本当りのモルタル及び中詰コンクリート打設日数，土砂埋戻し日数は，次表とする。 

表５.３ Ｈ形鋼(モルタル杭)(Ｔ3) （日／本） 

掘削長 
設計杭径 10m以下 10< ℓ ≦20 20< ℓ ≦30 

170㎜以上320㎜以下 0.10 0.17 0.25 

320㎜超え580㎜以下 0.15 0.31 0.48 

 

 

 

表５.４ 鋼管（モルタル・コンクリート杭）(Ｔ3) （日／本） 

掘削長 
設計杭径 10m以下 10< ℓ ≦20 20< ℓ ≦30 

170㎜以上320㎜以下 0.06 0.13 0.20 

320㎜超え580㎜以下 0.11 0.27 0.43 

(注) １. モルタル注入はグラウトポンプにより行い，注入パイプの取付け・取外しを含む日数である。 

２. 中詰コンクリートは，トラックミキサ等による打設日数とする。 

 

 

表５.５ 土砂埋戻し (Ｔ3) （日／本） 

掘削長 
設計杭径 10m以下 10< ℓ ≦20 20< ℓ ≦30 

170㎜以上320㎜以下 0.03 0.09 0.14 

320㎜超え580㎜以下 0.07 0.20 0.32 

(注) 土砂埋戻しは人力，土砂ホッパ等により行う日数である。 

 

 

表５.６ 防護柵（モルタル杭）(Ｔ3) （日／本） 

掘削長 
設計杭径 8m以下 

270㎜超え320㎜以下 0.02 

(注) モルタル注入はグラウトポンプにより行い，外詰モルタル打設日数とする。 
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工種名 現 行 改 定 適用 

   

④ 杭１本当りの溶接・ボルト接合日数（溶接）（Ｔ4） 

表５.７ Ｈ形鋼(溶接) (Ｔ4) （日／本） 

H形鋼規格(㎜)  
150～175 200 250 300 350 400 溶接回数(標準)  

杭長  

L≦12m 0回 - - - - - - 

12m＜L≦24m 1回 0.03 0.04 0.06 0.08 0.13 0.19 

24m＜L≦30m 2回 0.06 0.08 0.12 0.16 0.26 0.38 

 

表５.８ 鋼管(Ｔ4) （日／本） 

鋼管規格(㎜)  
170以上
300未満 

300以上
400未満 

400以上
500未満 

500以上
580以下 溶接回数(標準)  

杭長  

L≦12m 0回 - - - - 

12m＜L≦24m 1回 0.04 0.08 0.10 0.11 

24m＜L≦30m 2回 0.08 0.16 0.20 0.22 

 

なお，現場条件により溶接回数（標準）により難い場合は，表５．９より１回当りの溶接日数を加減する。 

 

表５.９ １回当りの溶接日数 (日／回) 

H形鋼規格(mm) 1回当り溶接日数  鋼管外径(㎜) 1回当り溶接日数 

150～175 0.03  170以上300未満 0.04 

200 0.04  300以上400未満 0.08 

250 0.06  400以上500未満 0.10 

300 0.08  500以上580以下 0.11 

350 0.13 

400 0.19 

 

 

 （例１） 鋼管外径190㎜杭長30ｍ 溶接回数が３回の場合（標準２回） 

         0.08（日／本・標準）＋0.04（日／回・１回当り）＝0.12（日／本） 

 （例２） 鋼管外径190㎜杭長９ｍ 溶接回数が１回の場合（標準０回） 

         0（日／本・標準）＋0.04（日／回・１回当り）＝0.04（日／本） 

 

  ⑤ 鋼管板厚補正係数（α） 

表５.10 鋼管板厚補正係数（α） 

板厚（㎜） ～14 15～17 18～21 22～25 26～30 

係数 1.00 1.41 2.00 2.76 3.84 

(注) 板厚30㎜を超えるものについては，別途考慮する。 
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工種名 現 行 改 定 適用 

   

  ⑥ 杭１本当りの溶接・ボルト接合日数（ボルト接合）（Ｔ4） 

 

表５.11 Ｈ形鋼(ボルト接合) (Ｔ4) （日／本） 

H形鋼規格(㎜)  
300 350 400 接合回数(標準)  

杭長  

L≦12m 0回 - - - 

12m＜L≦24m 1回 0.06 0.08 0.10 

24m＜L≦30m 2回 0.12 0.16 0.20 

 

なお，現場条件により接合回数（標準）により難い場合は，表５．１２より１回当りのボルト 

接合日数を加減する。 

 

表５.12 １回当りのボルト接合日数  (日／回) 

H形鋼規格(mm) 1回当り接合日数 

300 0.06 

350 0.08 

400 0.10 

 

 （例１） Ｈ350mm杭長30ｍ 接合回数が３回の場合（標準２回） 

         0.16（日／本・標準）＋0.08（日／回・１回当り）＝0.24（日／本） 

 （例２） Ｈ350mm杭長９ｍ 接合回数が１回の場合（標準０回） 

         0（日／本・標準）＋0.08（日／回・１回当り）＝0.08（日／本） 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

６． 杭１本当りモルタル及びコンクリート使用量 

  杭１本当りモルタル及びコンクリート使用量は，次式による。 

  ただし，Ｈ形鋼を使用する場合は，モルタル杭を標準とする。 

６－１ モルタルを使用する場合 

 

   Ｑ＝ ×Ｄ2×ℓ ×（１＋Ｋ1）……式６．１ 

 

    Ｑ ：モルタル使用量（ｍ3／本） 

    Ｄ ：杭径（ｍ） 

    ℓ   ：打設長（ｍ） 

    Ｋ1：モルタルロス率 

 

表６．１ モルタルロス率（Ｋ1） 

K1 ＋0.23 

（注）ロス率には，地山との空隙充填分を含む。 

 

６－２ コンクリート（生コン）を使用する場合 

 

   Ｑ1＝  ×（Ｄ1
2－Ｄ2）×ℓ ×（１＋Ｋ2）……式６．２ 

 

   Ｑ2＝  ×Ｄ2×ℓ ×（１＋Ｋ3） ………………式６．３ 

 

    Ｑ1：モルタル使用量（ｍ3／本） 

    Ｑ2：中詰コンクリート使用量（ｍ3／本） 

    Ｄ ：杭径（ｍ） 

    Ｄ1：削孔径（ｍ） 

    ℓ   ：打設長（ｍ） 

    Ｋ2：モルタルロス率 

    Ｋ3：中詰コンクリートロス率 

 

表６．２ モルタルロス率（Ｋ2） 

K2 ＋0.3 

 

表６．３ 中詰コンクリートロス率（Ｋ3） 

K3 ＋0.02 
 

６． 杭１本当りモルタル・コンクリート及び購入土（砂）使用量 

  杭１本当りモルタル・コンクリート又は購入土（砂）使用量は，次式による。 

  ただし，Ｈ形鋼を使用する場合は，モルタル杭又は購入土（砂）を標準とする。 

６－１ モルタルを使用する場合 

 

   Ｑ＝ ×Ｄ1
2×ℓ ×（１＋Ｋ1）……式６．１ 

 

    Ｑ ：モルタル使用量（ｍ3／本） 

    Ｄ1：削孔径（ｍ） 

    ℓ   ：打設長（ｍ） 

    Ｋ1：モルタルロス率 

 

表６．１ モルタルロス率（Ｋ1） 

K1 ＋0.1 

 

６－２ コンクリート（生コン）を使用する場合 

 

   Ｑ1＝  ×（Ｄ1
2－Ｄ2

2）×ℓ ×（１＋Ｋ2）……式６．２ 

 

   Ｑ2＝  ×Ｄ2
2×ℓ ×（１＋Ｋ3） ………………式６．３ 

 

    Ｑ1：モルタル使用量（ｍ3／本） 

    Ｑ2：中詰コンクリート使用量（ｍ3／本） 

    Ｄ1：削孔径（ｍ） 

    Ｄ2：設計杭径（ｍ） 

    ℓ  ：打設長（ｍ） 

    Ｋ2：モルタルロス率 

    Ｋ3：中詰コンクリートロス率 

 

表６．２ モルタルロス率（Ｋ2） 

K2 ＋0.1 

 

表６．３ 中詰コンクリートロス率（Ｋ3） 

K3 ＋0.02 

（注）防護柵の場合は，Ｄ2を支柱外径とし，Ｑ1（モルタル）のみ計上する。 

 

６－３ 購入土（砂）を使用する場合 

 

   Ｑ＝ ×Ｄ1
2×ℓ ……式６．４ 

 

    Ｑ ：購入土（砂）使用量（ｍ3／本） 

    Ｄ1：削孔径（ｍ） 

    ℓ   ：打設長（ｍ） 

 

 

π 

４ 

π 

４ 

π 

４ 

π 

４ 

π 

４ 

π 

４ 

π 

４ 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

７． やぐらの設置・撤去 

やぐらの設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

ただし，搬入搬出時及びやぐらの解体をしなければ移動出来ない場合に計上する。 

 

表７．１ やぐらの設置・撤去歩掛（ラフテレーンクレーン使用の場合） （１基１回当り） 

名 称 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.0  

と び 工 〃 1.0  

特 殊 作 業 員 〃 2.0  

普 通 作 業 員 〃 2.0  

ラフテレーンクレーン運転  日 1.0 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

（注）１．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

   ２．現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 
 

表７．２ やぐらの設置・撤去歩掛（索道使用の場合）     （１基１回当り） 

名 称 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.0  

と び 工 〃 3.0  

特 殊 作 業 員 〃 2.5  

普 通 作 業 員 〃 3.5  

ウ イ ン チ 運 転 日 1.5 開放型(電動)・単胴 
巻上能力2.8t×30m／min 巻取容量φ22×200m 

発 動 発 電 機 運 転 〃 1.5 
ディーゼルエンジン駆動・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
定格容量75 kVA 

（注）１．発動発電機は，賃料とする。 

   ２．索道の設置・撤去が必要な場合は，別途計上する。 

 

８． 諸   雑   費 

諸雑費は，大口径ボーリングマシンの足場材（Ｂ工法のみ），電気溶接機及び溶接材，注入管，高圧ホース，

やぐら装置（Ｂ工法のみ），グラウトポンプ（モルタル圧送用），コンクリートバケット，レシーバタンク損料，

リーダ・減速機（Ａ工法のみ），電力に関する経費，ビット等の損耗費用であり，労務費，材料費，機械損料，

賃料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表８．１ 諸雑費率（Ａ工法，Ｂ工法） （％） 

諸 雑 費 率 19 

（注）１．傾斜地等で仮設足場が必要な場合，敷鉄板仮設が必

要な場合は，別途計上する。 

２．補助ウインチ損料，補助ラフテレーンクレーン賃

料，やぐらの設置・撤去及び仮設足場等の設置・撤去

の費用は，諸雑費の対象額としない。 

 

９． 掘削土の処理費 

掘削土等の処理費用については，別途計上するものとする。 

 

７． やぐらの設置・撤去 

やぐらの設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

ただし，搬入搬出時及びやぐらの解体をしなければ移動出来ない場合に計上する。 

 

表７．１ やぐらの設置・撤去歩掛（ラフテレーンクレーン使用の場合） （１基１回当り） 

名 称 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.0  

と び 工 〃 1.0  

特 殊 作 業 員 〃 2.0  

普 通 作 業 員 〃 2.0  

ラフテレーンクレーン運転  日 1.0 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

（注）１．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

   ２．現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

表７．２ やぐらの設置・撤去歩掛（索道使用の場合）   （１基１回当り） 

名 称 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.0  

と び 工 〃 3.0  

特 殊 作 業 員 〃 2.5  

普 通 作 業 員 〃 3.5  

ウ イ ン チ 運 転 日 1.5 開放型(電動)・単胴 
巻上能力2.8t×30m／min 巻取容量φ22×200m 

発 動 発 電 機 運 転 〃 1.5 
ディーゼルエンジン駆動・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
定格容量75 kVA 

（注）１．発動発電機は，賃料とする。 

   ２．索道の設置・撤去が必要な場合は，別途計上する。 

 

８． 諸   雑   費 

諸雑費は，大口径ボーリングマシンの足場材（Ｂ工法のみ），テーブルマシンの足場材（Ｃ工法のみ），溶接

材，ボルト・ナット，電気溶接機，インパクトレンチ，トルクレンチ，注入管，高圧ホース，やぐら装置（Ｂ工

法のみ），グラウトポンプ（モルタル圧送用），コンクリートバケット，土砂ホッパ，レシーバタンク，リーダ・

減速機（Ａ工法のみ），テーブルマシン（Ｃ工法のみ）の損料，電力に関する経費，ビット等の損耗費用であり，

労務費，機械損料，賃料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表８．１ 諸雑費率（Ａ工法，Ｂ工法，C工法） （％） 

諸 雑 費 率 28 

（注）１．敷鉄板仮設が必要な場合は，別途計上する。 

２．補助ウインチ損料，補助ラフテレーンクレーン賃

料，やぐらの設置・撤去及び仮設足場等の設置・撤去

の費用は，諸雑費の対象額としない。 

 

９． 掘削土の処理費 

掘削土等の処理費用については，別途計上する。 
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工種名 現 行 改 定 適用 

   

 

 

単管パイプ

H形鋼

削孔穴

足場材

（B工法：足場概念図）

諸雑費に含まれる足場材料は　　    　　　 の範囲とする。

諸雑費に含まれる作業架台の足場材は　　    　　　 の範囲とする。

（C工法：作業架台概念図）

足場材

削孔穴

テーブルマシン

H形鋼
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

10． 単   価   表 

（１）杭１本当り単価表（Ａ工法） 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 Td×1 表4.1 

と び 工  〃 Td×1 〃 

特 殊 作 業 員  〃 Td×1 〃 

普 通 作 業 員  〃 Td×1 〃 

溶 接 工  〃 Td×1 表
4.1（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  m3  式6.1～式6.3 

鋼 管 ・ H 形 鋼 等  本 1  

クレーン(掘削用)運
転  日 Td 

図3-1 
機械損料 

ダ ウ ン ザ ホ ー ル 
ハ ン マ 運 転 空圧式 〃 Td 

表3.4 
機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 
可搬式・エンジン駆動・ 
スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 

〃 Td 
表3.5 
機械賃料 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

〃 Td 
鋼管杭・H形鋼杭建込用 
掘削機組立・分解用 
機械損料 

諸 雑 費  式 1 表8.1 

計     

（注）Ｔｄ：杭１本当り施工日数（日／本） 

  

（２）杭１本当り単価表（Ｂ工法） 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 Td×1 表4.1 

と び 工  〃 Td×1 〃 

特 殊 作 業 員  〃 Td×1 〃 

普 通 作 業 員  〃 Td×2 〃 

溶 接 工  〃 Td×1 表
4.1（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  m3  式6.1～式6.3 

鋼 管 ・ H 形 鋼 等  本 1  

大 口 径 ボ ー リ ン グ 
マ シ ン 運 転  日 Td 

図3-2 
機械損料 

ダ ウ ン ザ ホ ー ル 
ハ ン マ 運 転 空圧式 〃 Td 

表3.4 
機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 
可搬式・エンジン駆動・ 
スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 

〃 Td 
表3.5 
機械賃料 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

〃 Td 
必要に応じて計上 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表8.1 

計     

（注）Ｔｄ：杭１本当り施工日数（日／本） 
 

10． 単   価   表 

（１）杭１本当り単価表（Ａ工法） 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 Tc×1 表4.1 

と び 工  〃 Tc×1 〃 

特 殊 作 業 員  〃 Tc×1 〃 

普 通 作 業 員  〃 Tc×1 〃 

溶 接 工  〃 Tc×1 表4.1 
（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  m3  式6.1～式6.4 

鋼 管 ・ H 形 鋼 等  本 １  

クレーン(掘削用)運転  日 Tc 
図3-1 
機械損料 

ダ ウ ン ザ ホ ー ル 
ハ ン マ 運 転 

空圧式 〃 Tc 
表3.5 
機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 
可搬式・エンジン駆動・ 
スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 

〃 Tc 
表3.6 
機械賃料 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

〃 Tc 
鋼管杭・H形鋼杭建込用 
掘削機組立・分解用 
機械損料 

諸 雑 費  式 1 表8.1 

計     

（注）１．Ｔc：杭１本当り施工日数（日／本） 

  

（２）杭１本当り単価表（Ｂ工法） 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 Tc×1 表4.1 

と び 工  〃 Tc×1 〃 

特 殊 作 業 員  〃 Tc×1 〃 

普 通 作 業 員  〃 Tc×2 〃 

溶 接 工  〃 Tc×1 
表4.1 
（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  m3  式6.1～式6.4 

鋼 管 ・ H 形 鋼 等  本 １  

大 口 径 ボ ー リ ン グ 
マ シ ン 運 転  日 Tc 

図3-2 
機械損料 

ダ ウ ン ザ ホ ー ル 
ハ ン マ 運 転 

空圧式 〃 Tc 
表3.5 
機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 
可搬式・エンジン駆動・ 
スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 

〃 Tc 
表3.6 
機械賃料 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

〃 Tc 
必要に応じて計上 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表8.1 

計     

（注）Ｔc：杭１本当り施工日数（日／本） 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

 

（３）やぐらの設置・撤去1基1回当り単価表（ラフテレーンクレーン使用の場合） 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表7.1 

と び 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

日  表7.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

（４）やぐらの設置・撤去1基1回当り単価表（索道使用の場合） 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表7.2 

と び 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ウ イ ン チ 運 転 
開放型(電動)・単胴 
巻上能力2.8t×30m／min 
巻取容量φ22×200m 

日  表7.2 
機械損料 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
定格容量75 kVA 

〃  表7.2 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

（５）機械運転単価表 
 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項  

大口径ボーリングマシン 図3-2 機－25 機械損料数量→1.28 

空 気 圧 縮 機 表3.5 機－16 

燃料消費量→下記のとおりとする 

規 格 数 量 

7.5～7.8m3／min 62 

18～19m3／min 146 

機械賃料数量→  1.33 

ダウンザホールハンマ 空圧式 
表3.4 機－25 機械損料数量→  1.37 

ウ イ ン チ 
(やぐら設置・撤去用) 

開放型(電動)・単胴 
巻上能力2.8t×30m／min 
巻取容量φ22×200m 

機－25 機械損料数量→  1.55 

発 動 発 電 機 
ディーゼルエンジン駆動・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
定格容量75 kVA 

機－16 燃料消費量 → 43 
機械賃料数量→  1.18 

ラフテレーンクレーン 
( 掘 削 用 ) 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量 → 95 
機械損料数量→  1.63 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 
( 掘 削 用 ) 

油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型 
50～55t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量 → 56 
機械損料数量→  1.08 

ラフテレーンクレーン 
（鋼管杭・H形鋼杭建込用 
掘削機組立・分解用） 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量 → 95 
機械損料数量→  1.02 

 

（３）杭１本当り単価表（Ｃ工法） 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 Tc×1 表4.1 

と び 工  〃 Tc×1 〃 

特 殊 作 業 員  〃 Tc×1 〃 

普 通 作 業 員  〃 Tc×1 〃 

溶 接 工  〃 Tc×1 
表4.1 
（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  m3  式6.1～式6.4 

鋼 管 ・ H 形 鋼 等  本 １  

クレーン(掘削用)運転  日 Tc 
図3-1 
機械損料 

ダ ウ ン ザ ホ ー ル 
ハ ン マ 運 転 

空圧式 〃 Tc 
表3.5 
機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 
可搬式・エンジン駆動・ 
スクリュ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 

〃 Tc 
表3.6 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表8.1 

計     

（注）１．Ｔc：杭１本当り施工日数（日／本） 

 

（４）やぐらの設置・撤去1基1回当り単価表（ラフテレーンクレーン使用の場合） 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表7.1 

と び 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

日  
表7.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

（５）やぐらの設置・撤去1基1回当り単価表（索道使用の場合） 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表7.2 

と び 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ウ イ ン チ 運 転 
開放型(電動)・単胴 
巻上能力2.8t×30m／min 
巻取容量φ22×200m 

日  表7.2 
機械損料 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
定格容量75 kVA 

〃  
表7.2 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     
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工種名 現 行 改 定 適用 

   

（６）機械運転単価表 
 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項  

大口径ボーリングマシン 図3-2 機－25 機械損料数量→1.28 

空 気 圧 縮 機 表3.5 機－16 

燃料消費量→下記のとおりとする 

規 格 数 量 

7.5～7.8m3／min 66 

18～19m3／min 156 

機械賃料数量→  1.33 

ダウンザホールハンマ 空圧式 
表3.4 

機－25 機械損料数量→  1.37 

ウ イ ン チ 
(やぐら設置・撤去用) 

開放型(電動)・単胴 
巻上能力2.8t×30m／min 
巻取容量φ22×200m 

機－25 機械損料数量→  1.55 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジン駆動・ 
排出ガス対策型(第1次基準
値) 
定格容量75 kVA 

機－16 燃料消費量→ 60 
機械賃料数量→  1.18 

ラフテレーンクレーン 
( 掘 削 用 ) 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→ 102 
機械損料数量→  1.63 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 
( 掘 削 用 ) 

油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
50～55t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→ 60 
機械損料数量→  1.08 

ラフテレーンクレーン 
（鋼管杭・H形鋼杭建込用 
掘削機組立・分解用） 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

機－18 
運転労務数量→  1.00 
燃料消費量→ 102 
機械損料数量→  1.02 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

 

⑮ 敷鉄板設置・撤去工 
 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，工事用道路等において，軟弱地盤等により工事用車両の通行に支障がある場合の敷鉄板設置・撤去

作業に適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 敷鉄板設置・撤去工 
 
 
１． 適 用 範 囲 

本資料は，工事用道路等において、軟弱地盤等により工事用車両の通行や重機の移動に支障がある場合の敷鉄

板設置・撤去作業に適用する。 
 

２． 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

①敷鉄板設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②敷鉄板撤去 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） １．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

     ２．敷鉄板設置には，位置決め，擦り付け作業等を含む。 

  ３．敷鉄板の接合作業は，本歩掛の対象外とする。 

      

図２－１ 施工フロー 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

２． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表２．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 
敷 鉄 板 

設 置 撤 去 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
25t吊 

○ ○ 

 (注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

 

３． 施 工 歩 掛 

  施工歩掛は，次表を標準とする。 
 

表３．１ 施工歩掛 （100㎡当り） 

名 称 規 格 単位 設 置 撤 去 

と び 工   人 0.1 0.1 

普 通 作 業 員   〃 0.3 0.2 

ラフテレーンクレーン運転 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
25t吊 

日 0.1 0.1 

 (注) 使用する敷鉄板は，賃料とする。 

 

 

 

 

 
 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 
 表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 
敷 鉄 板 

設 置 撤 去 

バ ッ ク ホ ウ 
（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
山積0.8m3（平積0.6m3） 
吊能力2.9t 

○ ○ 

(注) １．バックホウは，賃料とする。 

２．現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

４． 施 工 歩 掛 

 ４．１ 編 成 人 員 

  敷鉄板設置・撤去における日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 表４．１ 日当り編成人員                   （人/日） 

使 用 機 械 土 木 一 般 世 話 役 と び 工 普 通 作 業 員 

バ ッ ク ホ ウ 
（クローラ型） 

1 1 1 

 

 

４．２ 日 当 り 施 工 量 

  日当り施工量は，次表を標準とする。 

 表４．２ 日当り施工量 

作 業 種 別 単 位 バ ッ ク ホ ウ 
（ ク ロ ー ラ 型 ） 

設 置 ｍ2 656 

撤 去 ｍ2 701 

(注)敷鉄板の溶接やガス切断等の作業が必要な場合は， 

別途計上する。 

 

５．諸 雑 費 

   諸雑費は，設置及び撤去における，吊金具及びワイヤロープの費用であり，労務費，機械賃料及び運転経費

の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 
表５.1 諸雑費率 (％) 

諸雑費率 1 
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工種名 現 行 改 定 適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 単 価 表 

（１）敷鉄板設置100㎡当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

と び 工   人  表3.1 

普 通 作 業 員   〃   〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
25t吊 

日  
表3.1 
機械賃料 

諸 雑 費   式 1   

計       

 
 

 

 

（２）敷鉄板撤去100㎡当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

と び 工   人  表3.1 

普 通 作 業 員   〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
25t吊 

日  
表3.1 
機械賃料 

諸 雑 費   式 1   

計       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 単 価 表 

（１）敷鉄板設置100㎡当り単価表 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役   人 1×100/D 表4.1，表4.2 

と び 工   〃 1×100/D  〃 

普 通 作 業 員  〃 1×100/D  〃 

バ ッ ク ホ ウ 
（ ク ロ ーラ 型 ）運 転 

標準型・クレーン機能付き 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
山積0.8m3（平積0.6m3） 
吊能力2.9t 

日 100/D 
表4.2 
機械賃料 

諸 雑 費   式 1 表5.1 

計       

(注) D：日当り施工量 

 

（２）敷鉄板撤去100㎡当り単価表 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役   人 1×100/D 表4.1，表4.2 

と び 工   〃 1×100/D  〃 

普 通 作 業 員  〃 1×100/D  〃 

バ ッ ク ホ ウ 
（ ク ロー ラ型 ） 運転 

標準型・クレーン機能付き 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
山積0.8m3（平積0.6m3） 
吊能力2.9t 

日 100/D 
表4.2 
機械賃料 

諸 雑 費   式 1 表5.1 

計       

(注) D：日当り施工量 

 

（３）機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 
（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
山積0.8m3（平積0.6m3） 
吊能力2.9t 

機―28 

【設置】 
運転労務数量→1.00 
燃料消費量→112 
機械賃料数量→1.06 
【撤去】 
運転労務数量→1.00 
燃料消費量→112 
機械賃料数量→1.06 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

　

土木工事標準歩掛の改定

工種名 現　　行 改　　定 適用

路面切削工
（切削オー

バーレイ工）

路面切削工（切削オーバーレイ工）

３． 機 種 の 選 定 

切削オーバーレイ工に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

路 面 切 削 路 面 切 削 機 
ホイール式・廃材積込装置付・ 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
切削幅2.0m×深さ23cm 

台 1  

廃 材 運 搬 ダンプトラック オンロード・ディーゼル 10t積級 〃 必要数  

路 面 清 掃 路 面 清 掃 車 ブラシ・四輪式 
路面切削工事用・ホッパ容量1.5m3 〃 1 

 
 

 

合 材 敷 均 し ア ス フ ァ ル ト 
フ ィ ニ ッ シ ャ 

ホイール型・ 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
舗装幅2.4～6.0m 

〃 1  

合 材 締 固 め 

ロ ー ド ロ ー ラ 
マカダム・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
運転質量10t 締固め幅2.1m 

〃 1  

タ イ ヤ ロ ー ラ 
普通型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
運転質量8～20t 

〃 1  

（注）タイヤローラは，賃料とする。 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，路面切削機によるアスファルト舗装路面の切削作業（複数の路面切削機による並列切削作業を除く）か

ら概ね切削した舗装厚分を即日で急速施工する作業に適用する。 

切削作業は，ストレートアスファルト，改質アスファルトとする。 

ただし，特殊結合材(エポキシ樹脂)及び特殊骨材(エメリー)を含むアスファルト舗装路面の切削作業を除く｡ 

  アスファルト混合物の積算は購入方式を標準とし，プラント方式の場合は別途考慮する。 

  平均切削深さが12cmを超えるものは適用範囲外とする。 

  また，橋面防水工を同時に施工する場合の橋面舗装，排水性舗装，シックリフト工法，ＱＲＰ工法等並びに，路

面切削機を使用しない道路打換え工のための舗装版とりこわしには適用しない。 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

（注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 
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※即日舗設層数 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，路面切削機によるアスファルト舗装路面の切削作業（複数の路面切削機による並列切削作業を除く）か

ら概ね切削した舗装厚分を即日で急速施工する作業に適用する。 

ただし，特殊結合材(エポキシ樹脂)及び特殊骨材(エメリー)を含むアスファルト舗装路面の切削作業を除く｡ 

  アスファルト混合物の積算は購入方式を標準とし，プラント方式の場合は別途考慮する。 

  また，橋面防水工を同時に施工する場合の橋面舗装，排水性舗装，シックリフト工法，ＱＲＰ工法等並びに，路

面切削機を使用しない道路打換え工のための舗装版とりこわしには適用しない。 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

３． 機 種 の 選 定 

切削オーバーレイ工に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

路 面 切 削 路 面 切 削 機 
ホイール式・廃材積込装置付・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
切削幅2.0m×深さ23cm 

台 1  

廃 材 運 搬 ダンプトラック オンロード・ディーゼル 10t積級 〃 必要数  

路 面 清 掃 路 面 清 掃 車 ブラシ・四輪式 ホッパ容量1.5m3 〃 1  

合 材 敷 均 し ア ス フ ァ ル ト 
フ ィ ニ ッ シ ャ 

ホイール型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
舗装幅2.4～6.0m 

〃 1  

合 材 締 固 め 

ロ ー ド ロ ー ラ 
マカダム・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
運転質量10～12t 締固め幅2.1m 

〃 1  

タ イ ヤ ロ ー ラ 
普通型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
運転質量8～20t 

〃 1  

（注）タイヤローラは，賃料とする。 

 

（注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 
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土木工事標準歩掛の改定

工種名 現　　行 改　　定 適用

路面切削工（切削オーバーレイ工）

　

　

　

４． 編 成 人 員 

切削オーバーレイ工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 
 

表４．１ 日当り編成人員 (人／日） 

土木一般世話役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

1 3 5 

 

５． 施 工 歩 掛 

５－１ 日当り施工量 

切削オーバーレイ工の標準的な日当り施工量は，次表を標準とする。 
 

   表５．１ 日当り施工量 （ｍ2／日） 

施 工 面 積  4,000m2以下 4,000m2を超え 

  平均切削深さ 7cm以下 7cmを超え12cm以下  7cm以下 7cmを超え12cm以下  

即 日 舗 設 
一層 850 730 940 810 

二層 ― 590 ― 650 

（注）１．上表には，施工箇所間及び機械待避場所と施工箇所間の自走による移動を含むが，運搬車両による

移動は別途計上する。 

２．多層舗設の場合で，他日に表層のみを施工する場合の表層は，別途計上する。 

３．上表には清掃作業を含む。 

４．施工面積は，１工事における施工面積を対象とする。 

５．平均切削深は，次式を標準とする。 

 Ｈ＝ 
Av

Ｗ
 ×100 

 Ｈ：１現場の平均切削深さ（cm） 

 Av：１現場の平均切削断面積（m2） 

 Ｗ：平均切削幅員（m） 

 

５－２ 廃材運搬工 

    廃材運搬工は，「第５編13章道路維持修繕①路面切削工」による。 

 

 ５－３ 舗装工材料 

（１）アスファルト混合物のロス率（Ｋ）は，次表を標準とする。 
 

表５．２ ロス率（Ｋ） 

種 別 歩車道区分  ロ ス 率 

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 

車  道  及  び  路  肩 ＋0.07 

歩 道 ＋0.10 

ア ス カ ー ブ ＋0.09 

（注）１．ロス率は，材料ロスに対する材料補正である。 

２．すりつけに使用する混合物は，ロス率に含まないので別途計上する。 

 

（２）瀝青材料の散布量は，次表を標準とする。 
 

    表５．３ 瀝青材料の散布量 （100ｍ2当り） 

種 別 単位 数量 

タ ッ ク コ ー ト ℓ  43 

プ ラ イ ム コ ー ト 〃 126 

（注）１．基層にグースアスファルト混合物を使用する場合の瀝青材料は，タックコート（ゴム入り）を

使用する。 

２．上記の散布量には，材料ロス分を含む。 

４． 編 成 人 員 

切削オーバーレイ工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 
 

表４．１ 日当り編成人員 （人／日） 

土木一般世話役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

1 3 5 

 

５． 施 工 歩 掛 

５－１ 日当り施工量 

切削オーバーレイ工の標準的な日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表５．１ 日当り施工量              （ｍ2／日） 

  平均切削深さ 7cm以下 7cmを超え12cm以下 

即 日 舗 設 
一層 910 800 

二層 ― 630 

（注）１．上表には，施工箇所間及び機械待避場所と施工箇所間の自走による移動を含むが， 

運搬車両による移動は別途計上する。 

２．多層舗設の場合で，他日に表層のみを施工する場合の表層は，別途計上する。 

３．上表には清掃作業を含む。 

４．施工面積は，１工事における施工面積を対象とする。 

４．平均切削深は，次式を標準とする。 

 Ｈ＝ 
Av

Ｗ
 ×100 

  Ｈ：１現場の平均切削深さ（cm） 

 Av：１現場の平均切削断面積（ｍ2） 

              Ｗ：平均切削幅員（ｍ） 

 

５－２ 廃材運搬工 

    廃材運搬工は，「第５編13章道路維持修繕①路面切削工」による。 

 
 ５－３ 舗装工材料 

（１）アスファルト混合物のロス率（Ｋ）は，次表を標準とする。 
 

表５．２ ロス率（Ｋ） 

種 別 歩 車 道 区 分 ロ ス 率 

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 

車  道  及  び  路  肩 ＋0.07 

歩 道 ＋0.10 

ア ス カ ー ブ ＋0.09 

（注）１．ロス率は，材料ロスに対する材料補正である。 

２．すりつけに使用する混合物は，ロス率に含まないので別途計上する。 

 

（２）瀝青材料の散布量は，次表を標準とする。 
 

    表５．３ 瀝青材料の散布量 （100ｍ2当り） 

種 別 単位 数量 

タ ッ ク コ ー ト ℓ  43 

プ ラ イ ム コ ー ト 〃 126 

（注）１．基層にグースアスファルト混合物を使用する場合の瀝青材料は，タックコート（ゴム入り）を

使用する。 

２．上記の散布量には，材料ロス分を含む。 
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土木工事標準歩掛の改定

工種名 現　　行 改　　定 適用

路面切削工（切削オーバーレイ工）

　

　

　

６． 諸 雑 費 

諸雑費は，切削作業に使用する雑器具（スコップ，ホウキ等）の費用，路面切削機のビットの損耗費，路面清掃

車のブラシの損耗費，瀝青材料の散布費用，舗装用器具及び加熱燃料等の費用，切削に伴う段差すりつけ設置，撤

去にかかる費用（必要な場合）であり，労務費と組合せ機械（路面切削機，路面清掃車，アスファルトフィニッシ

ャ，ロードローラ，タイヤローラ）の機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 

 

表６．１ 諸雑費率 （％） 

施 工 面 積  4,000m2以下 4,000m2を超え 

平均切削深さ  7cm以下 7cmを超え12cm以下 7cm以下 7cmを超え12cm以下 

即 日 舗 設 

一層 

15 

（設置のみ 20， 

 設置撤去 21） 

12 

（設置のみ 16， 

 設置撤去 17） 

17 

（設置のみ 22， 

 設置撤去 23） 

14 

（設置のみ 18， 

設置撤去 19） 

二層 － 10 － 12 

（注）１．路面清掃車は，業者持込みとする。 

２．段差すりつけが必要な場合は，( ）内の率を計上する。 

 

７． 単 価 表 

（１）切削オーバーレイ100ｍ2当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×100／D 表4.1，表5.1 

特 殊 作 業 員  〃 3×100／D    〃 

普 通 作 業 員  〃 5×100／D    〃 

アスファルト混合物  t  （注）1，表5.2 

瀝 青 材 料  ℓ  表5.3 

路 面 切 削 機 運 転 
ホイール式・廃材積込装置付・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
切削幅2.0m×深さ23cm 

日 100／D 表5.1 
機械損料 

路 面 清 掃 車 運 転 ブラシ・四輪式 ホッパ容量1.5m3 〃 100／D 表5.1 
機械損料 

ア ス フ ァ ル ト 
フィニッシャ運転 

ホイール型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
舗装幅2.4～6.0m 

〃 100／D 表5.1 
機械損料 

ロードローラ運転 
マカダム・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
運転質量10～12t 締固め幅2.1m 

〃 100／D 表5.1 
機械損料 

タイヤローラ運転 
普通型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値)  
運転質量8～20t 

〃 100／D 表5.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

（注）１．100×厚さ（ｍ）×締固め後密度（t／ｍ3）×（1＋Ｋ） 

２．Ｄ：日当り施工量（m2／日） 

 

 ５－３ 舗装工材料 

（１）アスファルト混合物のロス率（Ｋ）は，次表を標準とする。 
 

表５．２ ロス率（Ｋ） 

種 別 歩 車 道 区 分 ロ ス 率 

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 

車  道  及  び  路  肩 ＋0.07 

歩 道 ＋0.10 

ア ス カ ー ブ ＋0.09 

（注）１．ロス率は，材料ロスに対する材料補正である。 

２．すりつけに使用する混合物は，ロス率に含まないので別途計上する。 

 

（２）瀝青材料の散布量は，次表を標準とする。 
 

    表５．３ 瀝青材料の散布量 （100ｍ2当り） 

種 別 単位 数量 

タ ッ ク コ ー ト ℓ  43 

プ ラ イ ム コ ー ト 〃 126 

（注）１．基層にグースアスファルト混合物を使用する場合の瀝青材料は，タックコート（ゴム入り）を

使用する。 

２．上記の散布量には，材料ロス分を含む。 

 

６． 諸 雑 費 

諸雑費は，切削作業に使用する雑器具（スコップ，ホウキ等）の費用，路面切削機のビットの損耗費，路面清掃

車のブラシの損耗費，瀝青材料の散布費用，舗装用器具及び加熱燃料等の費用，切削に伴う段差すりつけ設置，撤

去にかかる費用（必要な場合）であり，労務費と組合せ機械（路面切削機，路面清掃車，アスファルトフィニッシ

ャ，ロードローラ，タイヤローラ）の機械損料・賃料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として

計上する。 

 

                         表６．１ 諸雑費率                   （％） 

平均切削深さ 7cm以下 7cmを超え12cm以下 

即 日 舗 設 

一層 

14 

（設置のみ 18， 

 設置撤去 19） 

16 

（設置のみ 20， 

 設置撤去 21） 

二層 － 15 

（注）１．路面清掃車は，業者持込みとする。 

２．段差すりつけが必要な場合は，( ）内の率を計上する。 

 

７． 単 価 表 

（１）切削オーバーレイ100ｍ2当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×100／D 表4.1，表5.1 

特 殊 作 業 員  〃 3×100／D    〃 

普 通 作 業 員  〃 5×100／D    〃 

アスファルト混合物  t  （注）1，表5.2 

瀝 青 材 料  ℓ  表5.3 

路 面 切 削 機 運 転 
ホイール式・廃材積込装置付・ 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
切削幅2.0m×深さ23cm 

日 100／D 表5.1 
機械損料 

路 面 清 掃 車 運 転 
ブラシ・四輪式・ 
路面切削工事用・ 
ホッパ容量1.5m3 

〃 100／D  〃 

ア ス フ ァ ル ト 
フィニッシャ運転 

ホイール型・ 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
舗装幅2.4～6.0m 

〃 100／D  〃 

ロードローラ運転 
マカダム・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
運転質量10t 締固め幅2.1m 

〃 100／D  〃 

タイヤローラ運転 
普通型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値)  
運転質量8～20t 

〃 100／D 表5.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

（注）１．100×厚さ（ｍ）×締固め後密度（t／ｍ3）×（1＋Ｋ） 

２．Ｄ：日当り施工量（ｍ2／日） 
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土木工事標準歩掛の改定

工種名 現　　行 改　　定 適用

路面切削工（切削オーバーレイ工）

　
　

２）機械運転単価表 
 

 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項  
7cm以下 7cmを超え12cm以下 

一層舗設 一層舗設 二層舗設 

路 面 切 削 機 
ホイール式・廃材積込装置付・  
排出ガス対策型(第2次基準値) 
切削幅2.0m×深さ23cm 

機－18 
運転労務数量 
燃料消費量 
機械損料数量 

    1.00 
210 

    1.17 

     1.00 
210 

     1.32 

     1.00 
192 

     1.18 

路 面 清 掃 車 ブラシ・四輪式 
ホッパ容量1.5m3 機－19 

運転労務数量 
燃料消費量 
機械損料数量 

0.76 
29 
1.00 

    0.99 
38 

    1.27 

    0.61 
23 

    1.00 

アスファルト 
フィニッシャ 

ホイール型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
舗装幅2.4～6.0m 

機－18 
運転労務数量 
燃料消費量 
機械損料数量 

1.00 
38 
1.23 

    1.00 
35 

    1.27 

    1.00 
43 

    1.32 

ロードローラ 
マカダム・ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
運転質量10～12t締固め幅2.1m 

機－18 
運転労務数量 
燃料消費量 
機械損料数量 

1.00 
25 
1.25 

    1.00 
22 

    1.27 

    1.00 
28 

    1.31 

タイヤローラ 
普通型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
運転質量8～20t 

機－28 
運転労務数量 
燃料消費量 
機械賃料数量 

1.00 
22 
1.22 

    1.00 
19 

    1.26 

    1.00 
25 

    1.32 

７． 単 価 表 

（１）切削オーバーレイ100ｍ2当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×100／D 表4.1，表5.1 

特 殊 作 業 員  〃 3×100／D    〃 

普 通 作 業 員  〃 5×100／D    〃 

アスファルト混合物  t  （注）1，表5.2 

瀝 青 材 料  ℓ  表5.3 

路 面 切 削 機 運 転 
ホイール式・廃材積込装置付・ 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
切削幅2.0m×深さ23cm 

日 100／D 表5.1 
機械損料 

路 面 清 掃 車 運 転 
ブラシ・四輪式・ 
路面切削工事用・ 
ホッパ容量1.5m3 

〃 100／D  〃 

ア ス フ ァ ル ト 
フィニッシャ運転 

ホイール型・ 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
舗装幅2.4～6.0m 

〃 100／D  〃 

ロードローラ運転 
マカダム・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
運転質量10t 締固め幅2.1m 

〃 100／D  〃 

タイヤローラ運転 
普通型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値)  
運転質量8～20t 

〃 100／D 表5.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

（注）１．100×厚さ（ｍ）×締固め後密度（t／ｍ3）×（1＋Ｋ） 

２．Ｄ：日当り施工量（ｍ2／日） 

 

（２）機械運転単価表 
 

 

機 械 名 規 格 適用単価表  指 定 事 項 
7cm以下 7cmを超え12cm以下 

一層舗設 一層舗設 二層舗設 

路 面 切 削 機 
ホイール式・廃材積込装置付・  
排出ガス対策型(第3次基準値) 
切削幅2.0m×深さ23cm 

機－18 
運転労務数量 
燃料消費量 
機械損料数量 

    1.00 
204 

    1.31 

     1.00 
216 

     1.26 

     0.95 
144 

     1.00 

路 面 清 掃 車 
ブラシ・四輪式・ 
路面切削工事用・ 
ホッパ容量1.5m3 

機－19 
運転労務数量 
燃料消費量 
機械損料数量 

0.98 
43 
1.31 

    0.96 
42 

    1.26 

    0.74 
32 

    1.00 

アスファルト 
フィニッシャ 

ホイール型・ 
排出ガス対策型(第3次基準値) 
舗装幅2.4～6.0m 

機－18 
運転労務数量 
燃料消費量 
機械損料数量 

1.00 
48 
1.39 

   1.00 
53 

    1.18 

    1.00 
42 

    1.22 

ロードローラ 
マカダム・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
運転質量10t締固め幅2.1m 

機－18 
運転労務数量 
燃料消費量 
機械損料数量 

1.00 
25 
1.39 

   1.00 
26 

    1.18 

    1.00 
17 

    1.22 

タイヤローラ 
普通型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
運転質量8～20t 

機－28 
運転労務数量 
燃料消費量 
機械賃料数量 

1.00 
26 
1.16 

   1.00 
23 

    1.00 

    1.00 
25 

    1.30 
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